
讃五経正義札記(四)(野間)

讃
五
経
正
義
札
記
　
(
四
)

-
李
学
勤
主
編
『
標
点
本
十
三
経
注
疏
(
簡
体
版
)
』
管
見
-

6
　
李
学
勤
主
編
r
標
点
本
十
三
経
注
疏
(
簡
体
版
)
』
管
見

は
じ
め
に

一
　
標
点
本
の
底
本
の
問
題

二
　
校
勘
記
を
め
ぐ
る
問
題

二
-
一
　
院
元
以
後
の
校
勘
記

二
-
二
・
語
法
と
校
勘

二
-
三
　
誤
刻
と
句
読

三
　
書
名
の
確
定

四
　
侠
書
の
引
用
部
分
の
確
定

五
　
嘉
慶
本
『
春
秋
左
侍
注
疏
』
誤
刻
一
覧

お
わ
り
に

は
じ
め
に

一
九
九
九
年
十
二
月
、
《
十
三
経
注
疏
》
整
理
委
員
会
　
(
李
学
勤
主
将
)
『
標

野
間
　
文
史

点
本
十
三
経
注
疏
(
簡
体
版
)
』
が
北
京
大
学
出
版
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
我
が

国
へ
の
入
荷
は
翌
年
の
八
月
頃
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
「
繁

体
版
」
の
出
版
も
予
告
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
二
二
〇
〇
一
年
三
月
)
の
と
こ

ろ
、
い
ま
だ
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
か
の
台
湾
中
央
研
究
院
計
算

中
心
の
デ
ー
タ
・
ペ
ー
ス
検
索
「
漢
籍
全
文
資
料
庫
」
　
の
公
開
と
い
い
、
こ
の
『
標

点
本
十
三
経
注
疏
』
の
出
版
と
い
い
、
経
書
・
経
学
の
分
野
も
確
実
に
新
た
な

時
代
を
迎
え
て
い
る
。

さ
て
、
膨
大
な
『
十
三
経
注
疏
』
全
文
を
検
討
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い

し
、
ま
た
「
繁
体
版
」
の
出
版
を
待
っ
た
方
が
よ
い
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
の
た
び
本
札
記
〓
)
　
～
　
(
三
)
　
を
通
じ
て
述
べ
た
こ
と
を
一
種
の
試
薬
の

ご
と
き
も
の
と
し
て
利
用
し
、
こ
の
　
「
標
点
本
」
　
を
瞥
見
し
た
覚
え
書
き
を
札

記
　
(
四
)
　
に
し
て
み
た
次
第
で
あ
る
。

か
つ
て
顧
讃
剛
氏
を
中
心
と
し
て
企
画
刊
行
さ
れ
た
　
「
校
点
本
二
十
四
史
」

が
、
い
ま
や
研
究
者
の
間
で
定
本
化
さ
れ
た
の
と
同
様
な
こ
と
が
、
は
た
し
て

こ
の
　
「
標
点
本
十
三
経
注
疏
」
　
に
も
起
こ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
興
味
深
い
問
題

で
あ
る
。
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1
-
標
点
本
の
底
本
の
問
題

標
点
本
は
「
序
」
　
(
李
学
勤
)
・
「
整
理
説
明
」
　
(
《
十
三
経
注
疏
》
整
理
工
作
委
員

会
)
・
「
凡
例
　
(
《
十
三
経
注
疏
》
整
理
工
作
委
員
会
)
′
に
よ
る
と
、
底
本
は
中
華
書

局
一
九
八
〇
年
版
《
十
三
経
注
疏
》
(
世
界
書
局
縮
印
阪
本
の
重
加
補
正
本
)
　
で
あ

る
と
い
う
。
そ
し
て
本
文
は
玩
元
の
　
「
校
勘
記
」
と
孫
論
議
の
『
十
三
経
注
疏

校
記
』
　
(
奔
魯
書
社
一
九
八
三
年
)
　
に
よ
る
補
正
が
施
さ
れ
、
そ
の
こ
と
は
脚

注
に
明
記
(
①
・
②
等
)
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
句
読
点
・
(
。
,
・
・
?
!
)
　
や
書
名

・
篇
名
(
《
》
)
の
表
示
と
そ
の
引
用
部
分
(
″
　
″
)
を
表
記
し
た
　
「
標
点
」
　
(
ま

た
【
伝
】
【
疏
】
等
)
　
が
施
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
校
点
本
二
十
四
史
」
　
と

異
な
り
、
人
名
・
地
名
等
の
固
有
名
詞
の
表
記
は
無
い
。
体
裁
は
横
組
み
。

と
こ
ろ
で
　
「
十
三
経
注
疏
」
　
の
版
本
に
つ
い
て
は
、
各
経
書
で
事
情
が
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
が
、
極
め
て
概
括
的
に
系
統
を
ま
と
め
る
な
ら
、
上
図
の
よ
う
に

な
る
。
・

そ
し
て
現
在
多
く
の
研
究
者
が
利
用
す
る
「
十
三
経
注
疏
」
本
は
、
阪
元
の

「
校
勘
記
」
　
(
慮
宣
旬
の
摘
録
・
補
遺
)
　
を
附
し
た
い
わ
ゆ
る
嘉
慶
本
　
(
二
十
年
開

離
二
一
十
一
年
刊
)
　
に
基
づ
く
影
印
本
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
版
本
に
つ
い
て
の

問
題
点
に
つ
い
て
は
、
本
札
記
(
二
)
「
2
　
玩
刻
の
嘉
慶
本
と
道
光
重
刊
本
」

で
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
　
「
標
点
本
」
　
は
、
道
光
重
刊
本
に
基
づ
く
世
界
書
局
影
印
の
石

印
本
が
底
本
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
石
印
本
は
道
光
重
刊
本
に
さ
ら
に
補
正
が

加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
札
記
(
二
)
　
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
他
に

も
石
印
本
に
は
少
な
か
ら
ざ
る
種
類
が
有
り
　
(
し
た
が
っ
て
補
正
の
程
度
も
ま
た

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
)
、
微
細
な
が
ら
問
題
は
複
雑
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
や
は
り

嘉
慶
本
に
立
ち
帰
る
の
が
一
つ
の
見
識
で
あ
る
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
そ
れ
は

と
も
か
く
、
本
　
「
標
点
本
」
　
の
位
置
は
上
図
の
通
り
で
あ
る
。
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二

　

校

勘

記

を

め

ぐ

る

問

題

ニ
ー
一
　
院
元
以
降
の
校
勘
記

と
こ
ろ
で
現
在
ま
で
の
、
主
と
し
て
我
が
国
に
お
け
る
「
十
三
経
注
疏
」
　
研

究
の
極
め
て
お
お
ま
か
な
状
況
を
、
玩
元
「
校
勘
記
」
を
ふ
ま
え
た
上
で
こ
れ

に
補
正
を
加
え
た
　
「
校
勘
記
」
　
の
有
無
、
ま
た
現
代
日
本
語
訳
の
有
無
、
さ
ら

に
　
「
引
書
索
引
」
　
の
有
無
に
限
定
し
て
ま
と
め
て
み
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ

行



讃五脛正義札記(四)(野間)

る
。
(
な
お
左
表
の
中
、
筆
者
が
作
成
し
た
も
の
を
附
加
し
て
み
た
。
◎
印
は
既
発
表
、

*
印
は
未
刊
の
も
の
で
あ
る
。
)

孝　爾　 孟　論　穀　 公　儀　 周　春　稽　 毛　 尚　周
脛　雅　子　 語　梁　 羊　尋豊　頑「秋　 記　詩　 書　易
正　正　正　 正　注　 注　注　 注　正　 正　正　 正　正
義　義　義　 義　疏　 疏　疏　 疏　義　義　 義　義　 義

有　有　 有　 .有　　 有　有
校
勘

無 無 無 無 無　　　　 無　 無　 ◎ 記

部
分有　　 / / / 有 / 有 / /

無 無 無　 血　　　　 ◎ _ 校
勘

有　　　　　　　　　　　　　　　　　 ~　有 全

訳

部
分
訳

旺　盛　血壬　蝕　 旺　 旺　旺　 旺1度　 旺　　　 虫壬

/　　　　　　　 有　 有　　 有　有　 有　/　 有
無 無 無 無　　 無 ◎

有　　 有　 有　有　 有　有　有　 有　 有　有　 有
引
虫
口無　 無 ◎ ◎ ◎ *　 * ◎ *　 * ◎ * 索
引

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
阪
元
「
校
勘
記
」
　
(
以
下
適
宜
「
阪
校
」
と
も
表
記
す
る
)
　
以

後
、
阪
元
が
利
用
で
き
な
か
っ
た
版
本
・
抄
本
等
を
利
用
し
た
　
「
校
勘
記
」
が

数
多
く
編
纂
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
今
、
以
下
に
こ
れ
ら
を
列
挙
し
て

み
よ
う
。
拙
著
『
五
経
正
義
の
研
究
』
(
研
文
出
版
一
九
九
八
年
)
　
の
序
説
第

二
章
　
「
五
脛
正
義
研
究
史
」
　
か
ら
の
抜
粋
で
あ
る
。

?
『
十
三
経
注
疏
校
記
』
孫
論
詰
(
一
八
四
八
二
九
〇
八
)
賓
魯
書
社
(
-
品
巴

?
『
周
易
校
勘
記
馨
正
』
海
保
漁
村
(
一
七
九
八
」
八
八
六
)
『
日
本
儒
林
叢
書
』
三
編

-
竺
ふ
『
周
易
軍
琉
校
勘
記
』
劉
承
幹
(
嘉
業
堂
叢
書
)

)

】
誓
㌫
「
周
易
校
勘
記
補
遺
一
」
長
澤
規
矩
也
　
書
誌
學
五
-
四
　
著
作
集
一
巻

(

-
誓
↓
「
周
易
正
義
校
勘
記
」
柳
治
徴
　
江
蘇
省
立
国
學
国
書
學
館
年
刊
一
〇
期

】
漂
い
「
周
易
経
文
注
疏
考
琵
」
　
馬
光
宇
　
室
滑
師
範
大
學
國
文
研
究
所
集
刊
六

-
S
u
『
鹿
島
大
學
滅
菌
抄
本
周
易
正
義
致
附
校
勘
記
』

野
間
文
史
　
広
島
大
學
文
學
部
紀
要
第
五
三
巻
特
輯
号
一

-
誓
¢
『
尚
書
正
義
定
本
』
東
方
文
化
研
究
所

-
誓
か
「
読
尚
書
注
疏
記
」
吉
川
幸
次
郎
　
全
集
第
二
一
巻

買
い
「
毛
詩
正
義
校
定
資
料
解
説
」
吉
川
幸
次
郎
　
全
集
第
十
巻

-
品
↓
「
『
毛
詩
正
義
』
校
勘
前
記
」
岡
村
　
繁
　
　
詩
経
研
究
一
二

-
霊
か
『
稽
記
正
義
残
容
校
勘
記
』
安
井
小
太
郎
「
東
方
文
化
叢
書
2

-
¢
当
『
宋
本
鵡
記
疏
校
記
』
常
盤
井
賢
十
　
京
都
研
究
所
研
究
報
告
第
十
一
冊

-
誓
蒜
「
旧
抄
本
稽
記
正
義
を
校
勘
し
て
」
吉
川
幸
次
郎
　
全
集
第
十
巻

-
当
山
「
稽
記
注
疏
曲
礼
篇
校
記
」
吉
川
幸
次
郎
　
全
集
第
二
一
巻

)

-
誓
㍍
「
巴
黎
國
立
図
書
館
戒
敦
坦
遺
書
所
見
録
三
」
小
島
祐
馬
支
那
學
六
-
二

(

-
¢
霊
「
教
壇
本
《
春
秋
正
義
》
に
つ
い
て
」
財
木
美
樹
　
哲
學
4
5

-
0
い
↓
『
周
稽
経
注
疏
音
義
校
勘
記
上
・
下
』
加
藤
虎
之
亮
　
無
窮
会

】
誓
⑫
『
儀
祀
琉
致
正
』
倉
石
武
四
郎
　
汲
古
書
院

-
u
u
U
『
公
羊
疏
校
記
』
杉
浦
豊
治
　
書
籍
文
物
流
通
会

さ
て
標
点
本
は
、
以
上
の
業
績
に
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
る
こ
と
な
く
、
玩
元
「
校

勘
記
」
に
よ
る
補
正
に
加
え
て
、
わ
ず
か
に
孫
詮
議
『
十
三
経
注
疏
校
記
』
に
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基
づ
く
補
正
を
施
す
の
み
で
あ
る
。
孫
氏
の
書
に
つ
い
て
は
、
拙
著
で
以
下
の

よ
う
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。

清
儒
孫
治
譲
(
-
監
望
】
苫
巴
が
阪
刻
本
を
底
本
に
し
て
校
勘
し
た
　
「
校
紀
」

稿
本
を
活
字
化
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
『
十
三
経
注
疏
』
全
体
に
網
羅
的

で
は
な
い
が
、
『
周
碓
注
疏
』
　
の
部
が
圧
倒
的
に
多
い
の
は
　
(
ほ
ぼ
半
分
を

占
め
る
)
、
か
の
『
周
穏
正
義
』
の
著
者
な
ら
で
は
も
の
。
次
い
で
『
祀
記

正
義
』
が
多
い
。
『
周
穏
注
疏
』
以
外
で
は
、
版
本
間
の
異
同
に
は
そ
れ

ほ
ど
重
き
を
置
か
ず
、
他
の
注
疏
所
引
、
あ
る
い
は
文
脈
・
内
容
の
う
え

か
ら
校
勘
し
た
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
な
お
全
文
が
簡
体
字
で
あ
る

の
は
、
書
物
の
性
格
か
ら
し
て
妥
当
性
を
欠
く
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
全
六
六
六
頁
。

こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
し
て
、
標
点
本
が
阪
元
　
「
校
勘
記
」
　
以
後
の
も
の
と

し
て
、
孫
氏
の
　
「
校
記
」
を
利
用
す
る
の
み
で
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
不
十
分

で
あ
る
。
阪
校
が
利
用
し
得
な
か
っ
た
善
本
が
、
そ
の
後
に
数
多
く
発
見
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
り
そ
の
具
体
例
に
つ
い
て
は
、
右
の
諸
業
績
に
明
ら
か
で

ト

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
中
か
ら
、
以
下
に
『
周
易
正
義
』
と
『
論
語
注
疏
』

の
例
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
例
ず
つ
挙
げ
て
み
よ
う
。

岡
山
観
艶
而
不
薦
。
有
学
際
若
。

[
疏
]
観
艶
而
至
幅
若
○
正
義
日
、
「
観
」
者
王
者
道
徳
之
美
而
可
敏
也
。
故
謂

之
「
観
」
。
「
観
盤
而
不
薦
」
者
、
可
観
之
事
、
莫
過
宗
廟
之
祭
魁
、
其
種
盛

也
。
「
薦
」
者
謂
既
港
之
後
、
陳
薦
筆
且
之
事
、
刻
磯
判
也
。
」
ヨ
瑚
矧
剖
劇

劫
憲
司
到
矧
矧
珂
曹
l
J
l
q
判
l
、
故
云
「
観
盤
而
不
薦
」
也
。

「
有
字
栢
若
」
者
、
「
字
」
信
也
。
但
下
観
此
盛
稚
、
莫
不
皆
化
悉
有
字
信
而

顧
然
。
故
云
「
有
季
願
若
」
。
(
周
易
正
義
3
・
浮
　
嘉
慶
本
の
巻
・
薬
。
句
読

点
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
も
同
様
。
)

傍
線
部
は
院
元
が
見
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
宋
版
の
　
「
軍
疏
本
」
・
「
八

行
本
」
　
(
ま
た
我
が
国
伝
来
の
抄
本
)
　
に
よ
り
補
っ
た
も
の
。
阪
本
は
こ
の
二
十

四
字
を
敏
文
す
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
を
底
本
に
す
る
田
悶
凶
も
当
然
こ
れ
を

映
い
て
い
る
　
(
標
点
本
《
周
易
正
義
》
9
7
頁
。
以
下
も
同
様
)
。
こ
の
映
文
に
つ
い

て
は
、
劉
承
幹
『
周
易
畢
疏
校
勘
記
』
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
箇
所
で
も
あ
っ

た
。
し
か
し
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
阪
校
に
も
言
及
が
無
い
た
め
、
こ
の
箇
所

の
文
意
が
通
じ
な
い
こ
と
に
も
気
が
つ
き
に
く
い
例
で
あ
ろ
う
。

◇

次
は
『
論
語
注
疏
』
巻
十
四
憲
問
篇
の
例
で
あ
る
。
阪
本
に
は
「
琉
」
文
に

敏
文
が
有
り
、
こ
れ
を
空
格
し
て
秩
文
の
字
数
を
明
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

圀
子
日
、
不
逆
詐
、
不
億
不
信
、
抑
亦
先
党
者
、
是
賢
平
。
〔
孔
目
先
党
人

情
者
是
寧
能
鳥
賢
乎
或
時
反
怨
人
〕

[
琉
]
子
日
不
逆
詐
不
億
不
信
抑
亦
先
覚
者
是
賢
乎
○
正
義
日
此
章
成
人
不
可

逆
料
人
之
詐
不
可
億
度
人
之
不
信
也
抑
語
群
也
舌
先
党
人
者
是
口
口
口
口

口
口
口
口
口
所
以
非
賢
者
以
詐
侶
不
信
之
人
為
之
億
度
口
口
口
口
口
人
故

先
覚
者
非
烏
賢
也
　
(
論
語
注
疏
-
ナ
ー
u
a
)

こ
れ
に
つ
い
て
阪
元
　
「
校
勘
記
」
　
は
、

○
言
先
党
人
者
是
　
「
者
是
」
下
九
字
模
糊
、
下
接
「
所
以
非
賢
者
」
。
関
本
「
是
」
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作
「
具
」
。
下
十
字
安
閑
。
北
監
本
・
毛
木
亦
作
「
具
」
、
下
十
字
空
間
。

○
不
信
之
人
烏
之
億
度
　
「
度
」
下
五
字
模
糊
、
下
接
「
人
故
先
覚
者
」
。
聞
本

「
之
人
」
下
十
字
安
閑
。
北
監
本
・
毛
木
十
字
空
閲
。

と
述
べ
て
、
空
格
を
埋
め
て
い
な
い
。
こ
れ
に
基
づ
く
悶
日
日
も
同
様
で
‥
脚

注
に
は
玩
校
を
引
用
す
る
の
み
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
『
論
語
注
疏
』
に
は
院
元
が
そ
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
宋
版
が

現
存
し
て
い
る
こ
と
は
、
今
や
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
阿
部
隆
一
氏
　
「
日
本

国
見
在
宋
元
版
本
志
経
部
」
　
(
斯
道
文
庫
論
集
第
一
八
輯
一
九
八
二
年
　
『
阿
部
隆

一
遺
稿
集
第
一
巻
』
汲
古
書
院
所
収
)
　
に
よ
れ
ば
、
金
沢
文
庫
旧
蔵
本
『
論
語
注

疏
』
十
巻
は
　
「
論
語
正
義
現
存
本
中
の
最
古
最
善
本
と
称
し
得
る
」
も
の
で
、

民
国
一
八
年
中
華
学
垂
社
刊
　
(
張
元
済
解
題
)
　
及
び
昭
和
五
年
渋
沢
栄
一
刊
の

影
印
本
が
有
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
後
に
渋
沢
本
の
影
印
本
も
ま
た
出

版
さ
れ
て
お
り
(
厳
霊
峰
『
論
語
集
成
』
所
収
本
・
鼎
文
書
局
影
印
本
等
)
、
我
々
は

こ
れ
を
容
易
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
こ
の
版
本
の
当
該
箇
所
に
は
映
文
は
無
く
、
文
字
の
異
同
は
有
る
も

の
の
、
以
下
の
通
り
の
完
文
で
あ
る
　
(
傍
線
部
が
嘉
慶
本
の
映
文
部
分
)
。

[
疏
]
子
日
至
賢
乎
○
正
義
日
、
此
章
成
人
不
可
逆
知
人
之
詐
、
不
可
億
度
人

之
不
信
也
。
「
抑
」
語
群
也
。
言
先
党
人
者
、
是
朝
鋤
矧
印
判
。
司
堀
野
也
。

所
以
非
賢
者
、
以
詐
侶
不
信
之
人
、
鳥
人
億
度
瑚
軸
、
団
矧
楓
人
、
故
先

覚
者
非
烏
賢
也
。

『
論
語
注
疏
』
微
子
篇
か
ら
も
う
一
例
、
ニ
こ
れ
は
岡
山
の
場
合
と
同
様
、
阪
校

が
指
摘
し
て
い
な
い
快
文
の
例
を
挙
げ
よ
う
。

同
山
子
路
従
雨
後
、
退
文
人
以
杖
荷
篠
。
子
路
問
日
、
子
見
夫
子
平
。
丈
人
目
、

四
髄
不
動
、
五
穀
不
分
、
執
鳥
夫
子
。
植
其
杖
而
芸
、
子
路
供
而
立
。
止

子
路
宿
、
殺
雛
鳥
黍
而
食
之
、
見
其
二
子
焉
。
明
日
、
子
路
行
以
告
。
子

日
、
隠
者
也
。
使
子
路
反
見
之
、
至
則
行
夫
。
子
路
日
、
不
仕
無
義
。
長

幼
之
節
、
不
可
腰
也
。
君
臣
之
義
、
如
之
何
其
靡
之
。
欲
索
其
身
、
而
乱

大
倫
。
君
子
之
仕
也
、
行
其
義
也
。
道
之
不
行
、
巳
知
之
臭
。

【
疏
]
子
路
至
之
央
○
正
義
日
…
…
長
幼
之
節
不
可
塵
也
君
臣
之
義
如
之
何
其

塵
之
者
言
女
知
父
子
相
養
是
知
長
幼
之
節
不
可
靡
也
反
可
廟
君
臣
之
義
而

不
仕
*
濁
世
欲
情
繋
其
身
則
乱
於
君
臣
之
義
大
道
理
也
君
子
之
仕
也
行
其

義
也
道
之
不
行
巳
知
之
央
者
言
君
子
之
仕
非
筍
利
根
而
巳
所
以
行
君
臣
之

義
亦
不
必
自
己
道
得
行
孔
子
道
不
見
用
自
己
知
之
也
　
(
論
語
疏
品
.
〇
訂
)

し

宋
版
に
よ
れ
ば
、
阪
本
は
「
*
」
印
以
下
に
J
「
乎
欲
契
其
身
而
大
倫
者
倫
道
理

也
言
女
不
仕
」
　
の
十
七
字
を
放
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
を
補
っ
て
句

読
を
施
す
と
左
の
よ
う
に
な
る
。
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敏
文
の
ま
ま
に
放
置
し
て
お
く
よ
り
は
、
や
は
り
善
本
で
補
う
べ
き
で
あ
る
。

…
…
「
長
幼
之
節
、
不
可
靡
也
。
君
臣
之
義
、
如
之
何
其
廟
之
」
者
、
言
女

知
父
子
相
養
、
是
知
「
長
幼
之
節
、
不
可
顧
也
」
、
反
可
腐
「
君
臣
之
義
」
而

不
仕
判
。
-
齋
胤
慧
咽
剖
嘲
1
剖
馴
封
刊
州
叫
濁
世
、

欲
情
契
其
身
、
則
乱
於
君
臣
之
義
大
道
理
也
。
「
君
子
之
仕
也
、
行
其
義

也
。
道
之
不
行
巳
知
之
臭
」
者
、
舌
君
子
之
仕
、
非
筍
利
根
而
巳
。
所
以
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行
君
臣
之
義
、
亦
不
必
自
己
道
得
行
。
孔
子
道
不
見
用
、
自
己
知
之
也
。

阪
校
に
も
言
及
が
無
い
た
め
、
脱
文
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
に
く
い
部
分
で
あ

る
が
、
し
か
し
阪
本
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
で
あ
ろ
う
。
当
然
標
点
本
は
脱
文

の
ま
ま
に
標
点
を
施
し
て
い
る
。
(
《
論
語
注
疏
》
2
～
2
頁
)

こ
の
よ
う
な
例
は
、
実
は
各
注
疏
中
で
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
玩
元
以
降
の
「
校

勘
」
　
の
業
績
を
踏
ま
え
た
定
本
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
特
に
吉
川

幸
次
郎
氏
を
主
幹
と
す
る
『
尚
書
正
義
定
本
』
　
へ
の
言
及
が
無
い
の
は
、
い
か

が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

ニ
ー
二
　
語
法
と
校
勘

ま
た
こ
の
標
点
本
は
阪
校
に
従
っ
て
本
文
を
補
正
す
る
場
合
が
有
る
。
そ
れ

は
お
お
む
ね
妥
当
な
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
駈
校
が
常
に
正
し
い

と
は
限
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
「
校
勘
」
は
最
終
的
に
は
「
校

定
」
　
に
至
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
判
定
は
実
の
と
こ
ろ
容
易
で
は
な
い
。
以

下
本
節
に
取
り
挙
げ
る
の
は
、
特
に
語
法
的
に
見
た
場
合
、
阪
校
の
判
断
が
誤

り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
例
で
あ
る
。

同
山
掌
客
云
「
蜜
保
之
輿
其
死
牢
如
娘
之
陳
」
。
上
公
娘
五
牢
、
鉦
一
牢
、

陳
在
西
階
之
前
。
正
鼎
九
、
牛
一
羊
二
家
三
魚
四
膳
五
腸
胃
六
膚
七
鮮
魚

八
鮮
膳
九
、
従
北
南
陳
。
又
有
陪
鼎
三
、
雌
鼎
一
在
牛
鼎
之
後
、
腐
鼎
一

●

在
羊
鼎
之
後
、
靡
鼎
一
在
家
鼎
之
後
。
腸
四
牢
、
陳
於
東
階
之
前
、
.
牢
引

九
鼎
、
無
陪
鼎
也
。
侯
伯
娘
四
牢
、
鉦
一
牢
、
腸
三
牢
。
子
男
娘
二
牢
、

匿
一
牢
、
脛
二
牢
、
其
陳
列
皆
如
上
公
。
(
春
秋
正
義
-
い
・
O
等
)

右
の
傍
点
部
分
に
関
し
、
阪
校
は
「
牢
引
九
鼎
無
陪
鼎
也
　
宋
本
・
監
本
・
毛

木
帥
作
帥
字
。
按
昔
作
卯
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
因
は
玩
校
に
従
っ

て
「
牢
列
九
鼎
」
に
補
正
し
て
い
る
の
で
あ
る
(
《
春
秋
正
義
》
上
　
購
貢
)
。
し

か
し
こ
の
部
分
、
「
正
宗
寺
本
」
　
で
も
宋
本
・
監
本
・
毛
本
と
同
様
「
別
」
字
に
作

っ
て
お
り
、
結
論
的
に
言
え
ば
、
こ
れ
が
正
し
い
。
し
た
が
っ
て
阪
校
は
誤
校

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
以
下
は
そ
の
理
由
で
あ
る
。

拙
稿
「
五
経
正
義
語
彙
語
法
前
記
　
(
三
)
」
　
(
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
第
粥
巻

一
九
九
八
年
)
で
も
紹
介
し
た
が
、
松
尾
良
樹
氏
「
『
日
本
書
紀
』
と
唐
代
口
語
」

(
『
和
漢
比
較
文
学
』
第
三
号
、
一
九
八
七
年
)
　
に
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

「
～
別
」
…
…
「
～
ご
と
に
」
を
表
す
の
に
、
「
毎
～
」
で
は
な
く
「
～
別
」
を

用
い
る
の
は
、
北
朝
系
の
資
料
に
顕
著
で
あ
る
。
『
北
斉
書
』
に
は
「
色
・

家
・
戸
・
火
・
道
・
年
」
が
「
～
別
」
を
伴
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

『
五
経
正
義
』
は
主
と
し
て
北
朝
学
者
の
義
疏
を
稿
本
に
し
た
も
の
で
あ
る
か

ら
、
「
北
朝
系
」
　
の
例
が
有
る
の
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

「
牢
引
九
鼎
」
　
は
　
「
牢
別
九
鼎
　
(
牢
ご
と
に
九
鼎
が
あ
る
)
」
　
に
作
る
宋
本
・
正

宗
寺
本
が
正
し
い
。
旧
稿
で
は
『
春
秋
正
義
』
中
か
ら
「
～
別
」
　
の
例
を
二
箇

条
挙
げ
た
が
、
さ
ら
に
以
下
の
例
を
追
加
し
ょ
う
。

○
注
高
陽
氏
至
苗
裔
○
正
義
日
、
先
儒
者
説
及
詭
周
考
史
、
皆
以
顔
項
・
帝

馨
烏
帝
之
身
競
、
高
陽
・
高
辛
皆
國
氏
土
地
之
親
。
高
陽
次
少
乗
、
高
辛
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次
高
陽
、
尭
承
高
辛
之
後
。
孔
子
之
銀
尚
書
、
自
発
鳥
始
。
史
籍
之
説
皇

帝
、
其
言
不
控
。
大
戴
種
五
帝
徳
・
司
馬
遷
五
帝
紀
、
皆
言
顔
項
・
帝
馨

●

代
別
一
人
。
春
秋
絶
命
暦
序
　
「
敲
項
停
九
世
、
帝
馨
侍
八
世
」
。
典
籍
散

亡
、
無
以
取
信
。
要
二
帝
子
孫
、
至
舜
時
始
用
、
必
非
帝
之
親
子
。
其
「
八

人
」
　
者
、
不
能
知
其
出
生
本
系
枝
派
近
、
故
略
言
「
其
苗
裔
」
　
耳
。
(
春

秋
正
義
り
?
-
.
合
)

○
孟
子
又
日
　
「
方
里
鳥
井
、
井
九
百
弘
。
其
車
岳
公
田
、
八
家
皆
私
百
弘
、

同
養
公
田
。
公
事
畢
、
然
後
敢
治
私
事
」
。
漢
書
食
貨
志
取
彼
意
而
鳥
之

文
、
云
「
井
田
方
一
里
是
鳥
九
夫
。
八
家
共
之
、
各
受
私
田
百
弘
。
公
田

十
弘
、
是
畠
八
百
八
十
弘
。
徐
二
十
弘
鳥
度
合
」
。
諸
儒
多
用
彼
鳥
義
。

●

如
彼
所
言
、
則
家
別
一
百
一
十
弘
。
是
鳥
十
外
税
一
也
。
(
春
秋
正
義
　
ナ
S
a
)

な
お
　
「
～
別
」
　
は
『
周
鵡
琉
』
中
に
頻
出
す
る
用
例
で
あ
る
。
以
下
に
二
例

だ
け
挙
げ
て
お
く
。

●

○
云
「
祓
若
今
月
奉
也
」
者
、
古
者
祓
皆
月
別
給
之
。
漢
之
月
奉
、
亦
月
給

之
。
故
云
　
「
若
今
月
奉
」
也
。
(
周
鵡
疏
O
P
O
訂
)

●

〇
一
日
「
牧
以
地
得
民
」
者
、
謂
畿
外
八
州
之
中
、
州
別
立
一
州
牧
、
使
侠

伯
有
功
徳
者
鳥
、
使
統
領
二
百
一
十
固
。
以
有
一
州
土
地
集
安
萬
民
、
故

云
　
「
牧
以
地
得
民
」
　
也
。
(
周
穏
疏
O
P
-
u
a
)

◇

右
は
阪
校
の
誤
校
に
標
点
本
が
そ
の
ま
ま
従
っ
た
例
で
あ
る
が
、
実
は
近
人

の
校
勘
記
の
中
に
も
、
語
法
的
に
見
る
と
誤
校
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
例
が

有
る
。
こ
れ
ま
た
拙
稿
「
五
経
正
義
語
彙
語
法
前
記
」
　
(
広
島
大
学
文
学
部
紀
要

第
5
5
巻
一
九
九
六
年
)
　
で
指
摘
し
た
『
儀
種
疏
』
の
例
で
あ
る
。

同
山
記
冠
義
○
秤
目
、
凡
言
「
記
」
者
皆
是
記
脛
不
備
、
兼
記
繹
外
遠
古
之
言
。

鄭
注
燕
稽
云
「
後
世
衰
微
、
幽
席
尤
甚
。
穐
楽
之
書
、
柑
柑
廟
菜
。
蓋
自

爾
之
後
、
有
記
乎
」
。
又
案
喪
服
記
、
子
夏
鳥
之
作
侍
、
不
應
自
造
、
遠

●
△

目
解
之
。
「
記
」
昔
在
子
夏
之
前
、
孔
子
之
時
。
未
知
定
誰
所
録
。
(
儀
穏

疏
○
㌣
〓
a
)

こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、
倉
石
武
四
郎
氏
『
儀
稽
琉
致
正
』
(
一
九
三
七
　
東
方
文
化
学

●

　

　

▲

院
　
完
八
〇
　
汲
古
書
院
影
印
)
　
で
は
、
「
未
知
定
誰
所
録
　
定
疑
是
字
誤
」
　
と
校

△

△

▲

△

訂
し
て
、
「
未
知
是
誰
所
録
」
に
作
る
べ
き
だ
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
原
文
通
り
で
正
し
い
。
倉
石
氏
『
儀
稽
疏
改
正
』
を
参
考
に
し
て
い
な

い
田
日
因
は
阪
本
の
ま
ま
で
あ
る
か
ら
(
《
儀
超
硫
》
上
　
5
4
貢
)
、
こ
の
部
分
は

誤

っ

て

い

な

い

。

　

　

　

　

　

、

1

「
定
」
字
の
用
法
に
つ
い
て
は
拙
稿
で
論
じ
た
。
こ
こ
で
は
「
定
」
字
の
ま

ま
で
正
し
い
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
挙
例
が
重
複
す
る
が
、
以
下
に
引
用
し
て

み
よ
う
。
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○
韓
是
武
王
之
子

△

　

△

　

●

　

△

未
知
定
何
時
也
ハ

其
封
昔
在
成
王
之
時
、
其
命
烏
侯
伯
、
或
成
或
侯
、

(
毛
詩
琉
-
甲
ム
.
〓
b
)

○
云
「
今
時
八
月
案
比
是
也
」
者
、
漢
時
八
月
案
比
而
造
籍
書
。
周
以
三
年
大

△

△

●

　

△

比
、
未
知
定
用
何
月
。
故
司
農
以
漢
法
八
月
況
之
。
(
周
穏
硫
〓
.
〇
旨
)

△

△

　

　

　

　

　

　

　

　

●

○
言
翌
年
物
多
以
告
神
、
明
是
論
太
平
後
事
。
但
不
知
括
政
三
年
之
後
、
定

△

指
何
年
耳
。
(
毛
詩
疏
-
?
丁
重
a
)
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△

△

●

▲

△

○
其
得
王
命
必
在
北
香
之
後
。
但
未
知
定
是
何
年
耳
。
(
春
秋
正
義
O
P
-
許
)

△

△

　

　

　

　

●

▲

△

〇
倍
二
十
三
年
　
「
柁
成
公
卒
」
、
其
註
乃
見
於
侍
。
未
知
此
年
杷
固
定
是
何

何
君
。
昔
是
成
公
之
父
祖
耳
。
(
春
秋
正
義
3
.
-
N
a
)

△

△

●

▲

△

○
破
斧
脛
稀
「
東
征
」
、
則
是
征
時
之
事
。
共
作
必
是
東
山
之
前
、
未
知
定
是
何

年
。
(
毛
詩
疏
○
乎
T
O
㌢
)

△

△

●

▲

△

○
或
以
鳥
、
庸
・
萄
・
売
・
髪
・
微
・
虚
・
彰
・
旗
之
徒
、
未
知
定
是
何
國
也
。
(
蔵

記
疏
N
?
○
旨
)

の
誤
刻
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
疏
文
は
以
下
の
よ
う
に
句
読
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。

●

句
読
・
・
正
義
日
、
祭
必
昔
ト
、
卜
有
吉
否
。
不
吉
則
富
改
卜
次
旬
、
故
不
可
期

以
一
日
。
卜
不
過
三
、
故
限
以
一
月
。
過
渉
次
月
之
節
、
則
書
之
以
譲

其
侵
。

阪
元
の
校
勘
記
の
判
断
の
是
非
に
つ
い
て
の
検
討
の
み
な
ら
ず
、
阪
校
以
降

の
「
校
勘
記
」
の
校
訂
に
も
・
我
々
は
や
は
り
批
判
の
目
を
持
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。

ニ
ー
三
　
誤
刻
と
句
読

嘉
慶
本
に
誤
刻
が
多
い
こ
と
は
、
本
札
記
(
二
)
　
「
2
　
阪
刻
の
嘉
慶
本
と

道
光
重
刊
本
」
　
に
於
い
て
す
で
に
述
べ
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
誤
刻
で
あ
る
こ
と

に
気
が
つ
か
な
い
で
句
読
を
施
す
と
、
当
然
そ
の
句
読
に
誤
り
が
生
じ
る
こ
と

に
も
な
り
か
ね
な
い
。
以
下
は
l
、
そ
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。

圀
卜
日
至
慢
也
○
正
義
日
祭
必
昔
ト
ト
有
吉
否
不
吉
則
昔
改
卜
次
旬
帥
不
可

期
以
一
日
卜
不
通
三
故
限
以
一
月
過
渉
次
月
之
節
則
書
之
以
讃
其
慢
　
(
春

秋
正
義
○
?
-
詮
)

と
こ
ろ
が
標
点
本
は
誤
刻
の
ま
ま
に
、
以
下
の
よ
う
に
誤
っ
て
句
読
し
て
い
る
。

こ
れ
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
。
(
な
お
以
下
の
標
点
本
の
引
用
文
は
原
文
通
り
、
す

な
わ
ち
簡
体
字
を
用
い
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
筆
者
が
そ
の
フ
ォ
ン
ト
を
持
ち
合
わ
せ
て

い
な
い
こ
と
、
ま
た
阪
本
の
引
用
文
と
の
対
照
の
便
も
あ
っ
て
、
正
字
体
で
表
記
し
て
い

る
。
以
上
お
断
り
。
)

田
日
田
正
義
日
・
・
祭
必
昔
ト
.
卜
有
吉
否
。
不
吉
則
昔
改
ト
.
次
旬
則
不
可
期
。

以
一
日
卜
不
過
三
,
故
限
以
一
月
。
過
渉
次
月
之
節
,
則
書
之
以
讃
其

憤
。
(
《
春
秋
左
伝
正
義
》
上
1
7
1
・
m
き

◇

岡
田
注
層
略
至
無
罪
○
正
義
日
…
…
及
仲
尼
脩
之
大
夫
出
奔
無
罪
不
名
不
名
即

●

因
無
罪
故
因
告
稀
氏
而
書
氏
次
兄
無
罪
若
貴
之
或
稀
官
或
稀
字
如
司
城
子

哀
之
類
是
也
　
(
春
秋
正
義
U
P
〓
b
)
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こ
の
　
「
次
兄
無
罪
」
　
(
N
P
〓
チ
ビ
　
の
「
次
」
字
は
「
以
」
字
の
誤
刻
で
あ
る
。
こ

れ
を
正
し
た
後
の
句
読
は
以
下
の
通
り
。

こ
の
　
「
旬
則
不
可
期
以
一
日
」
　
(
○
チ
ー
許
・
豊
　
の
　
「
則
」
字
は
実
は
　
「
故
」
字
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句
読
・
・
正
義
日
…
…
及
仲
尼
脩
之
、
大
夫
出
奔
、
無
罪
不
名
。
不
名
即
因
無
罪
。

●

故
因
告
稀
氏
而
書
氏
、
「
以
見
無
罪
」
。
若
貴
之
、
或
稀
官
、
或
稀
字
。

如
司
城
子
真
之
類
、
是
也
。

こ
の
よ
う
に
、
正
し
い
校
定
文
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
正
し
い
句
読
も
施
せ
な

い
こ
と
に
な
る
。
各
「
注
疏
本
」
　
の
よ
り
正
確
な
校
定
文
が
必
要
と
な
る
で
あ

ろ
う
。

右
の
文
中
括
弧
で
括
っ
た
　
「
以
見
無
罪
」
　
は
杜
預
注
の
文
章
で
あ
る
が
、
標
点

本
は
そ
の
こ
と
に
も
気
づ
い
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

日
日
正
義
日
…
…
及
仲
尼
脩
之
,
大
夫
出
奔
。
無
罪
不
名
。
不
名
即
因
無
罪
.

故
因
告
稀
氏
而
書
氏
次
.
見
無
罪
。
若
貴
之
.
或
稀
官
,
或
稀
字
.
如

司
城
子
哀
之
類
是
也
。
(
《
春
秋
左
伝
正
義
》
中
6
2
3
き

◇

同
山
注
戟
赤
至
袴
連
○
正
義
日
…
…
若
然
在
軍
之
服
其
色
皆
同
か
謂
均
服
振
振

上
下
同
色
郁
至
輿
衆
同
服
所
以
濁
見
識
者
稽
法
錐
有
此
服
軍
士
未
必
丞
然

郁
至
服
必
鮮
華
故
楚
王
偏
識
之
　
(
春
秋
正
義
い
∞
⊥
O
b
)

こ
の
　
「
其
色
皆
同
耳
」
　
(
い
∞
⊥
0
7
↓
)
　
の
　
「
耳
」
字
は
「
所
」
字
の
誤
刻
。
こ

れ
を
正
し
た
後
の
句
読
と
、
標
点
本
は
以
下
の
通
り
。

●

句
読
・
・
若
然
、
在
軍
之
服
、
其
色
皆
同
。
所
謂
「
均
服
振
振
」
、
上
下
同
色
。

郁
至
輿
衆
同
服
、
所
以
濁
見
識
者
、
穏
法
錐
有
此
服
、
軍
士
未
必
壷
然
。

郁
至
服
必
鮮
華
、
故
楚
王
偏
識
之
。

同
凹
H
u
若
然
.
在
軍
之
服
.
其
色
皆
同
耳
。
謂
均
服
振
振
.
上
.
下
同
色
。
郁
至

輿
衆
同
服
.
所
以
凋
見
識
者
.
超
法
錐
有
此
服
,
軍
士
未
必
盈
然
.
郁

至
服
必
鮮
華
,
故
楚
王
偏
識
之
。
(
《
春
秋
左
伝
正
義
》
中
晋
)

三
　
書
名
の
確
定

本
札
記
(
二
)
　
「
3
　
書
名
を
見
分
け
る
こ
と
の
難
き
こ
と
」
　
に
お
い
て
、

「
書
侍
」
・
「
蔵
」
　
と
表
記
さ
れ
た
も
の
が
示
す
文
献
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

本
節
で
は
こ
れ
ら
を
標
点
本
が
ど
の
よ
う
に
表
記
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
見
て

み
よ
う
。

先
ず
「
書
停
」
　
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
『
尚
書
大
侍
』
を
意
味
す
る
場
合
と
、

「
文
献
」
を
意
味
す
る
場
合
の
二
通
り
が
有
る
こ
と
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
。

そ
し
て
『
尚
書
大
侍
』
の
場
合
は
と
も
か
く
、
こ
れ
が
「
文
献
」
を
意
味
す
る
、

か
ど
う
か
の
見
極
め
が
問
題
と
な
る
。
　
　
ノ

圀
編
検
今
之
宗
、
無
尭
即
位
之
年
。
孔
氏
博
考
軍
書
作
鳥
此
侍
、
言
「
尭

年
十
六
以
唐
侯
升
烏
天
子
」
、
必
昔
有
所
案
按
。
未
知
出
何
書
。
(
尚
書
正

義
○
?
N
訂
)

圀
卯
史
記
之
言
・
則
孔
子
之
前
詩
篇
多
夫
。
案
宗
所
引
之
詩
・
見
在
者
多
、

亡
逸
者
少
、
則
孔
子
所
録
、
不
容
十
分
去
九
。
馬
達
吉
「
古
詩
三
千
線
篇
」
、

未
可
信
也
。
(
毛
詩
正
義
詩
語
序
〇
g
)
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こ
の
二
例
は
前
稿
で
述
べ
た
通
り
、
い
ず
れ
も
「
文
献
」
　
「
古
典
」
　
の
意
味
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
田
日
出
は
、
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O
　
「
遍
検
今
之
書
伝
」
　
(
《
尚
書
正
義
》
　
亜
亘
)

O
　
「
案
《
書
伝
》
所
引
之
詩
」
　
(
《
毛
詩
正
義
》
上
8
頁
)

と
表
記
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
後
者
は
誤
っ
た
標
点
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

圀
庸
叔
得
禾
、
異
畝
同
頴
。
〔
唐
叔
成
王
母
弟
。
食
邑
内
得
異
禾
也
。
畝
塾
、

穎
穏
也
。
禾
各
生
一
重
而
合
鳥
一
種
。
〕

正
義
日
、
昭
十
五
年
左
侍
云
「
叔
父
唐
叔
成
王
之
母
弟
」
。
.
指
言
「
唐
叔

●
●

得
禾
」
、
知
其
所
　
「
食
邑
内
得
異
禾
」
　
也
。
唐
叔
食
邑
、
書
侍
無
文
。
詩

述
后
接
種
禾
於
　
「
貴
秀
」
　
之
下
、
乃
言
　
「
賓
穎
」
。
毛
停
云
　
「
穎
垂
」
、

言
穂
重
而
垂
、
是
「
穎
」
鳥
　
「
穂
」
也
。
「
禾
各
生
一
重
而
合
宿
一
種
」
、

●
●

言
其
異
也
。
書
侍
云
　
「
成
王
之
時
有
三
苗
貫
桑
菓
両
生
、
同
島
一
種
。
其

大
盈
車
、
長
幾
充
箱
。
民
得
而
上
諸
成
王
」
。
下
停
云
　
「
抜
而
真
之
」
。

●
●

若
是
盈
車
之
穂
、
不
可
手
抜
而
貢
。
孔
不
用
書
侍
鳥
説
也
。
(
尚
書
正
義

ー
U
.
3
)

こ
の
箇
所
に
引
用
さ
れ
た
二
つ
の
　
「
書
侍
」
に
つ
い
て
は
、
前
者
は
「
文
献
」
、

後
者
は
『
太
平
御
覧
』
巻
八
三
九
に
も
　
「
尚
書
大
伝
」
と
し
て
引
用
し
て
い
る

よ
う
に
『
尚
書
大
伝
』
で
あ
る
。
そ
し
で
田
出
は
、

O
　
「
唐
叔
食
邑
、
書
伝
無
文
」

O
「
《
書
伝
》
云
」
(
《
尚
書
正
聾
　
3
～
5
頁
)

と
表
記
す
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
は
正
し
い
標
点
で
あ
る
。

◇

次
い
で
旧
稿
で
は
、
「
稽
」
　
と
表
記
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
「
三
種
」
　
文

献
中
に
そ
の
出
典
が
見
出
せ
な
い
　
「
稚
、
孫
以
王
父
宇
島
氏
」
と
い
う
例
を
取

り
挙
げ
、
結
論
と
し
て
、
こ
れ
は
『
公
羊
伝
』
　
の
文
章
を
指
す
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
「
公
羊
伝
日
」
と
表
記
し
な
い
で
　
「
鵡
」
と
し
た
の
は
、
『
公
羊
』
『
穀

梁
』
二
伝
の
義
例
を
ま
じ
え
て
『
左
伝
』
を
解
釈
し
た
先
儒
を
批
判
す
る
立
場

を
と
る
杜
頭
注
、
そ
れ
を
祖
述
す
る
『
春
秋
左
伝
正
義
』
が
、
そ
の
論
述
の
過

程
で
、
根
拠
と
す
べ
き
礼
制
を
『
公
羊
伝
』
に
求
め
た
こ
と
を
あ
か
ら
さ
ま
に

言
う
の
を
は
ば
か
っ
た
表
現
で
あ
る
、
と
筆
者
は
解
し
た
。

こ
れ
を
田
日
凶
で
は
ど
の
よ
う
に
表
記
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

間
岨
子
仲
之
子
、
婆
裟
其
下
〔
子
仲
陳
大
夫
氏
。
婆
裟
舞
也
。
撃
万
、
之
子
男

子
也
〕
。

○
博
子
仲
至
舞
也
○
正
義
日
、
知
「
子
仲
」
　
是
「
陳
大
夫
氏
」
者
、
以
其
風

俗
之
敗
、
目
上
行
之
、
今
此
所
刺
、
宜
刺
在
位
之
人
、
若
是
庶
人
、
不
足

額
其
名
氏
。
此
云
　
「
子
仲
之
子
」
、
猶
云
　
「
彼
留
之
子
」
、
學
氏
姓
言
之
、

●

　

　

;

i

明
子
仲
是
大
夫
之
氏
姓
也
。
稽
孫
以
王
父
宇
島
氏
。
此
人
上
祖
、
必
有
字

子
仲
者
、
故
氏
子
伸
也
。
(
毛
詩
正
義
3
.
-
占
旨
)

の
例
を
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
日
U
で
は

○
博
子
仲
至
舞
也
○
正
義
日
.
知
子
仲
是
陳
大
夫
氏
者
,
以
其
風
俗
之
敗
.

目
上
行
之
。
今
此
所
刺
,
宜
刺
在
位
之
人
.
若
是
庶
人
.
不
足
額
其
名
氏
。

此
云
〝
子
仲
之
子
〃
.
猶
云
〝
　
彼
留
之
子
〃
.
學
氏
姓
言
之
.
明
子
伸
長

116
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●

●

●

大
夫
之
氏
姓
也
。
《
公
羊
侍
》
孫
以
王
父
字
矧
嘲
①
。
此
人
上
祖
必
有
字

子
仲
者
,
故
氏
子
伸
也
。
(
《
毛
詩
正
孝
　
4
4
1
頁
)

と
あ
る
よ
う
に
、
「
頑
」
　
を
　
「
公
羊
侍
」
　
に
改
訂
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
そ
の
脚
注
に
は
、

①
〝
公
羊
伝
孫
以
王
父
宇
宿
氏
　
〃
原
作
〝
鵡
孫
以
王
父
宇
島
氏
〃
.
按
‥

此
乃
《
春
秋
公
羊
伝
》
成
公
十
五
年
語
,
非
《
種
記
》
語
,
又
〝
氏
〃

後
無
〝
也
〃
字
。
据
改
.
刑
。

と
述
べ
て
い
る
。
筆
者
の
立
て
た
仮
説
、
す
な
わ
ち
　
「
稽
」
　
と
表
記
し
た
『
春

秋
正
義
』
　
の
配
慮
、
が
幸
い
に
も
妥
当
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
標
点
本
の
こ
の

表
記
は
校
訂
の
し
過
ぎ
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
他
の
例
に

於
い
て
は
右
の
脚
注
の
主
旨
が
一
貫
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

圀
周
人
以
諸
事
神
。
名
終
牌
詩
之
。
〔
君
父
之
名
、
圃
非
臣
子
所
斥
。
然
頑

既
卒
突
、
以
木
鐸
狗
日
、
舎
故
而
詩
新
。
謂
舎
親
義
之
祖
、
而
詩
新
死
者
。

故
言
以
諸
事
神
也
。
終
格
詩
之
。
自
父
至
高
祖
、
皆
不
敢
斥
言
也
。
〕

○
注
君
父
至
斥
言
○
正
義
日
、
「
君
父
之
名
、
固
非
臣
子
所
斥
」
、
謂
君
父
生
存

●

之
時
、
臣
子
不
得
指
斥
其
名
也
。
鵡
〔
《
鵡
記
》
曲
確
上
〕
　
稀
　
「
父
前
子
名
、

君
前
臣
名
」
、
鄭
玄
云
「
封
至
尊
、
無
大
小
皆
相
名
」
。
.
是
封
父
則
弟
可

以
名
、
兄
封
君
則
子
可
以
名
父
、
非
此
則
不
可
也
。
…
…
古
者
詩
名
不
詩

●

字
。
稽
以
王
父
宇
島
氏
、
明
其
不
得
詩
也
。
屈
原
云
「
朕
皇
考
日
伯
庸
」
、

是
不
詳
之
験
也
。
(
春
秋
正
義
○
チ
い
さ
)

聞
凶
謂
隣
人
無
動
。
措
討
於
少
西
氏
。
〔
少
西
徴
紆
之
祖
、
子
夏
之
名
。
〕

○
注
少
牒
至
之
名
○
正
義
日
・
掛
当
召
箆
。
徴
紆
以
夏
箆
、
知
子

夏
是
字
、
少
西
是
名
。
言
少
西
氏
者
、
氏
猶
家
也
。
言
格
討
少
西
之
家
。

(
春
秋
正
義
は
.
-
詮
)

に
つ
い
て
田
日
田
は
そ
れ
ぞ
れ

○
古
者
詩
名
不
諦
字
。
《
稽
》
以
王
父
宇
島
氏
」
　
明
其
不
得
諦
也
。
(
《
春
秋

左
伝
注
疏
》
上
冊
頁
)

○
《
祀
》
以
王
父
宇
島
氏
。
(
《
春
秋
左
伝
注
疏
》
中
6
3
0
亘

1
ノ
ヽ

と
表
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
貫
さ
せ
る
と
す
る
な
ら
、
当
然
こ
の
《
種
》

も
《
公
羊
伝
》
と
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
「
十
三
経
注
疏
」
　
の
ご
と
き
大

部
な
文
献
の
場
合
、
い
わ
ゆ
る
　
「
彼
此
違
異
」
　
は
避
け
が
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
《
公
羊
伝
》
と
書
き
換
え
る
の
は
、
や
は
り
不
当
な
改
訂
と
み
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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四
　
侠
書
の
引
用
部
分
の
確
定
(
服
虚
r
左
伝
』
注
の
場
合
)

本
札
記
　
(
一
)
　
「
2
　
侠
書
の
引
用
範
囲
を
見
分
け
る
こ
と
の
難
き
こ
と
」

に
、
例
と
し
て
服
虔
『
左
伝
』
注
を
挙
げ
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
標
点
本
は

い
か
な
る
判
断
を
下
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
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間
凶
故
公
請
器
。
王
予
之
爵
。
〔
爵
飲
酒
器
。
〕
鄭
伯
由
是
始
悪
於
王
。
〔
民
情

公
二
十
四
年
鄭
執
王
使
張
本
。
〕

○
故
公
至
於
王
○
正
義
日
、
鄭
伯
謂
席
公
子
文
公
也
。
瑚
虔
l
云
、
撃
鑑
王
后

婦
人
之
物
、
非
所
以
賜
有
功
。
爵
飲
酒
器
、
玉
爵
也
。
一
升
日
爵
。
爵
人

之
所
貴
者
小
。
言
鄭
伯
以
其
父
得
賜
、
不
知
戟
公
、
鳥
是
始
悪
於
王
、
積

而
成
怨
e
。
倍
二
十
四
年
遂
執
王
使
e
、
此
畠
彼
張
本
O
。
(
春
秋
正
義

○
?
ビ
a
)

右
の
疏
文
中
、
服
虔
の
引
用
部
分
を
0
ま
で
と
し
た
の
が
李
胎
徳
『
春
秋
左

侍
貢
服
注
輯
述
』
、
重
澤
俊
郎
氏
『
左
停
官
服
注
撼
逸
』
　
の
説
。
次
い
で
e
は

周
囲
翰
『
玉
函
山
房
輯
侠
書
』
「
春
秋
左
氏
侍
解
誼
」
と
蓑
釣
『
鄭
氏
侠
書
致
』

「
春
秋
停
服
氏
注
」
と
い
う
二
つ
の
輯
侠
書
と
洪
亮
吉
『
春
秋
左
侍
詰
』
の
説
、

さ
ら
に
e
は
王
諜
『
漢
魂
遺
書
紗
』
「
左
氏
侍
解
誼
」
と
黄
爽
『
漢
學
堂
経
解
』

「
服
虔
左
侍
解
誼
」
　
の
説
、
最
後
の
O
は
、
劉
文
洪
『
左
侍
菖
注
疏
茫
』
の
説

で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
の
e
説
を
支
持
し
た
の
が
筆
者
の
前
稿
で
の
結
論
で
あ

った。さ
て
目
出
は
こ
の
部
分
を
ど
の
よ
う
に
表
記
し
て
い
る
か
。
答
え
は
、
こ

れ
ま
た
意
外
に
も
、
引
用
部
分
を
表
記
す
る
符
号
が
無
い
の
で
あ
る
　
(
《
春
秋

正
義
》
上
2
6
6
頁
)
。
し
た
が
っ
て
標
点
本
は
こ
の
部
分
の
判
断
を
放
棄
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

間
凶
使
皇
鄭
命
校
正
出
馬
、
工
正
出
車
、
備
甲
兵
、
厄
武
守
。
〔
皇
即
皇
父
充

右
之
後
。
校
正
主
局
、
工
正
主
事
、
使
各
備
其
官
。
〕

○
注
皇
即
至
其
官
○
正
義
日
、
倒
劇
云
、
「
皇
邸
、
皇
父
充
石
之
後
」
、
十

世
宗
卿
為
人
之
子
、
大
司
馬
椒
也
O
。
車
馬
甲
兵
司
馬
之
職
。
使
皇
即
掌

此
事
、
皇
即
必
是
司
馬
也
。
「
校
正
主
馬
」
、
於
周
種
為
校
人
。
是
司
馬

之
属
官
也
。
周
蔵
司
馬
之
屈
、
無
主
事
之
官
。
巾
車
・
車
僕
職
皆
掌
車
、

乃
烏
宗
伯
之
屠
。
昭
四
年
停
云
　
「
夫
子
鳥
司
馬
輿
工
正
書
服
」
、
是
諸
侯

之
官
司
馬
之
屈
有
「
工
正
主
事
」
也
。
固
有
火
災
、
恐
致
姦
寂
、
故
使
司

馬
命
此
二
官
出
車
馬
、
備
甲
兵
以
防
非
常
也
。
博
吉
「
厄
武
守
」
者
、
甲

兵
器
械
蔵
於
府
庫
。
若
今
武
庫
使
具
其
守
、
守
此
武
庫
也
。
此
事
軽
於
車

馬
、
故
後
言
之
e
。
(
春
秋
正
義
旨
.
g
b
)

こ
の
例
で
は
、
●
は
馬
國
翰
・
洪
亮
吉
・
李
胎
徳
・
重
澤
俊
郎
の
諸
氏
の
見

解
、
e
は
王
讃
『
漠
貌
遺
書
紗
』
・
黄
爽
『
漠
學
堂
脛
解
』
の
両
者
の
説
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
確
証
は
な
い
も
の
の
、
筆
者
は
後
者
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
の

で
あ
る
が
、
田
日
田
は
0
説
で
あ
る
(
《
春
秋
正
義
》
中
附
き
。

か
く
ば
か
り
、
侠
書
の
引
用
部
分
の
確
定
も
、
な
か
な
か
容
易
で
は
な
い
作

業
で
あ
る
。

◇

と
こ
ろ
で
、
実
は
侠
書
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
誤
っ
た
引
用
部
分
の

表
記
の
例
を
一
つ
附
加
し
て
お
こ
う
。
『
論
語
注
疏
』
先
進
篇
の
一
章
で
あ
る
。

同
山
○
注
鄭
日
至
之
穏
○
正
義
日
云
宗
廟
之
事
謂
祭
祀
也
者
謂
諭
祀
桑
嘗
及
追

李
朝
享
諦
給
之
類
皆
是
也
云
諸
侯
時
見
目
合
股
癌
日
同
者
周
稽
春
官
大
宗

伯
職
文
但
彼
作
股
見
此
作
股
爛
噸
則
見
也
剰
刻
団
云
此
穏
以
諸
侯
見
王
烏

文
時
見
者
言
無
常
期
諸
侯
有
不
順
服
者
王
将
有
征
討
之
事
則
既
朝
親
王
鳥

壇
於
園
外
合
諸
侯
而
命
事
焉
春
秋
侍
日
有
事
而
合
不
協
而
盟
是
也
股
猶
衆
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也
十
二
歳
王
始
不
巡
守
則
六
服
壷
朝
朝
超
既
畢
王
亦
烏
壇
合
諸
侯
以
命
政

焉
所
命
之
政
也
王
巡
守
股
見
四
方
四
時
分
来
終
歳
則
編
是
也
　
(
論
語
疏

〓・-旨)

こ
の
部
分
の
田
日
田
の
本
文
と
脚
注
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

○
注
鄭
日
至
之
超
○
正
義
日
三
万
〝
宗
廟
之
事
,
謂
祭
祀
也
〃
者
.
謂
諭
、

祀
、
桑
、
嘗
及
追
享
、
朝
享
、
祓
、
袷
之
類
皆
是
也
。
云
〝
諸
侯
時
見
目

合
。
股
嘱
目
同
″
者
,
《
周
蔵
・
春
宮
・
大
宗
伯
職
》
文
.
但
彼
作
股
見
,

此
作
股
渦
.
嘱
則
見
也
。
刻
刻
団
云
・
・
〝
此
穫
以
諸
侯
見
王
烏
文
。
″
時

見
者
,
言
無
常
期
。
諸
侯
有
不
順
服
者
,
王
将
有
征
討
之
事
。
則
既
朝
観
.

王
鳥
壇
於
園
外
.
1
合
諸
侯
而
命
事
焉
。
春
秋
侍
日
〝
有
事
而
合
.
不
協
而

盟
〃
是
也
。
股
猶
衆
也
。
十
二
歳
,
王
始
①
不
巡
守
.
則
六
服
盈
朝
。
朝

種
既
畢
.
王
亦
烏
壇
,
合
諸
侯
以
命
政
焉
。
所
命
之
政
,
州
司
瑚
到
瑚
則
.
。
l

困
却
到
矧
到
刊
d
畳
罰
嵐
.
是
也
。

①
〝
始
〃
.
浦
鐙
云
・
・
〝
如
〃
誤
〝
始
″
。

し
か
し
、
こ
こ
に
は
二
つ
の
誤
り
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
鄭
玄
注
の
引
用
部
分

の
誤
記
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
句
読
の
誤
り
(
傍
線
部
分
)
　
で
あ
る
。
筆
者

の
句
読
は
以
下
の
通
り
。

嘱
」
。
「
順
」
　
則
見
也
。
鄭
玄
注
云
　
「
此
頑
、
以
諸
侯
見
王
鳥
文
。
時
見

者
言
無
常
期
。
諸
侯
有
不
順
服
者
、
王
将
有
征
討
之
事
、
則
既
朝
観
、
王

烏
壇
於
國
外
、
合
諸
侯
而
命
事
焉
。
春
秋
侍
日
『
有
事
而
合
、
不
協
而
盟
』

●

是
也
。
股
猶
衆
也
。
十
二
歳
、
王
如
不
巡
守
、
則
六
服
志
朝
。
朝
超
既
畢
、

王
亦
烏
壇
、
合
諸
侯
以
命
政
鳶
。
所
命
之
政
、
司
-
刷
削
崩
潮
「

吋
嘲
到
判
1
縛
血
國
則
矧
「
是
也
。

○
注
鄭
日
至
之
稽
○
正
義
日
、
云
「
宗
廟
之
事
、
謂
祭
祀
也
」
者
、
謂
禍
・

祀
・
桑
・
嘗
及
迫
享
・
朝
享
・
蒔
絵
之
類
皆
是
也
。
云
「
諸
侯
時
見
目
合
。
股

嘱
目
同
」
者
、
周
蔵
春
官
大
宗
伯
職
文
。
但
彼
作
「
股
見
」
、
比
作
「
股

実
際
に
鄭
玄
注
に
当
た
っ
て
み
る
と
、
こ
れ
は
長
い
注
文
の
う
ち
の
中
間
部

分
が
省
略
さ
れ
た
引
用
で
あ
り
、
最
後
部
「
是
也
」
の
葡
ま
で
が
鄭
玄
注
で
あ

っ
た
。
標
点
本
は
最
初
の
引
用
部
分
の
み
に
符
号
を
施
し
た
の
で
あ
る
。

な
お
標
点
本
の
脚
注
に
引
用
す
る
浦
鐙
説
、
す
な
わ
ち
「
始
」
字
を
「
如
」

字
に
改
め
る
べ
き
だ
と
す
る
見
解
は
、
宋
版
『
論
語
注
疏
』
本
が
「
如
」
字
に

作
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
正
し
さ
が
証
明
さ
れ
て
い
る
。
浦
鐙
の
校

訂
は
今
な
お
有
効
な
も
の
が
多
い
。

七

五
　
嘉
慶
本
『
春
秋
左
倖
注
疏
』
誤
刻
一
覧

本
札
記
(
二
)
　
「
2
　
阪
刻
の
嘉
慶
本
と
道
光
重
刊
本
」
　
に
於
い
て
、
『
春

秋
左
侍
注
疏
』
の
巻
一
か
ら
巻
十
ま
で
の
、
嘉
慶
本
の
誤
刻
と
遺
光
重
刊
本
に

ょ
る
補
正
の
例
を
挙
げ
た
。
こ
の
た
び
全
六
十
巻
の
校
勘
を
終
え
た
の
で
、
前

回
の
も
の
と
併
せ
て
誤
刻
の
例
を
紹
介
し
た
い
。
ま
た
日
田
の
補
正
箇
所
に

つ
い
て
も
指
摘
し
て
お
く
。
そ
の
補
正
の
程
度
を
は
か
る
目
安
と
な
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

前
半
に
　
「
重
刊
本
で
訂
正
さ
れ
て
い
る
例
」
　
(
し
た
が
っ
て
お
お
む
ね
ほ
点
本
で
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も
訂
正
さ
れ
て
い
る
)
、
後
半
に
重
刊
本
で
も
依
然
と
し
て
補
正
さ
れ
て
い
な
い

「
阪
本
の
誤
刻
の
例
」
を
挙
げ
た
。
な
お
「
疏
文
」
　
に
は
頭
に
　
「
・
」
を
附
し

て
　
「
経
文
」
　
「
伝
文
」
　
「
注
文
」
　
と
区
別
し
て
い
る
。
ま
た
見
出
し
字
は
阪
元

校
勘
記
　
(
及
び
そ
の
体
裁
に
従
っ
た
も
の
)
　
の
も
の
、
括
弧
内
の
数
字
は
、
嘉
慶

本
の
巻
・
菓
　
(
表
裏
)
・
行
数
(
十
行
と
し
て
数
え
る
)
　
を
示
し
て
い
る
。

・
曾
孫
翠
爽
　
(
○
∽
⊥
0
7
巴
　
「
曾
」
字
を

・
西
南
流
水
下
合
洒
　
(
○
∞
⊥
夢
色
　
「
流
」

・
背
陳
日
戦
　
(
○
㌣
巴
甲
ふ
)
　
「
背
」
字
は

・
其
君
彼
獲
(
O
や
呂
甲
山
)
　
「
彼
」
字
は

・
慶
父
未
出
　
(
〓
.
ま
甲
巴
　
「
末
」
字
は

「
合
」
字
に
誤
刻
。

字
は
「
況
」
字
の
誤
刻
。

「
皆
」
字
の
誤
刻
。

「
被
」
字
の
誤
刻
。

「
未
」
字
の
誤
刻
。

刊
本
で
訂
正
さ
れ
て
い
る

・
故
云
重
也
　
(
O
P
O
夢
色
　
「
云
」
字
は
　
「
文
」
字
の
誤
刻
。

・
也
二
王
者
受
天
之
命
　
(
O
u
も
O
a
.
巴
　
「
也
」
字
は
「
此
」
字
の
誤
刻
。

・
二
十
三
日
有
丙
戊
　
(
巳
も
苫
み
)
　
阪
本
は
　
「
三
」
字
を
　
「
二
」
字
に
、
「
有
」

字
を
「
在
」
字
に
誤
刻
。
重
刊
本
は
「
三
」
字
の
み
訂
正
。
田
日
田
は
「
二

十
三
日
在
丙
戊
」
、
つ
ま
り
嘉
慶
本
の
ま
ま
。

・
而
杜
必
言
遷
都
淳
干
　
(
O
u
・
-
u
a
・
-
)
　
「
杜
」
字
を
「
且
」
字
に
誤
刻
。

・
尋
案
春
秋
諸
氏
族
之
稀
　
(
O
Y
-
u
a
一
-
○
)
　
「
族
」
字
を
「
於
」
字
に
誤
刻
。

・
撃
則
強
梁
国
語
公
　
(
O
U
・
-
↓
a
・
巴
　
「
則
」
字
を
　
「
師
」
字
に
誤
刻
。

・
調
輿
融
一
風
二
名
　
(
O
u
・
い
等
も
)
　
「
二
」
字
を
「
一
」
字
に
誤
刻
。

・
錐
款
而
忘
其
盟
載
之
辞
(
〇
千
〇
計
⊥
○
)
　
「
錐
」
字
は
　
「
臨
」
字
の
誤
刻
。

)

・
之
宿
亦
大
夫
盟
也
(
O
A
も
ゴ
Y
巴
「
之
」
字
は
「
知
」
字
の
誤
刻
。

・
鄭
玄
云
上
以
下
皆
樽
　
(
已
⊥
a
.
巴
　
「
上
」
字
は
　
「
士
」
字
の
誤
刻
。

・
大
夫
正
法
曹
呼
鳥
王
　
(
3
・
昌
a
ム
)
　
「
王
」
字
は
「
主
」
字
の
誤
刻
。

・
杵
日
　
(
S
⊥
-
7
℃
　
「
日
」
字
は
「
臼
」
字
の
誤
刻
。

・
錐
王
使
賓
客
示
崇
先
代
而
巳
(
○
甲
0
-
7
-
0
)
　
「
使
」
字
は
「
所
」
字
の
誤
刻
。

・
紀
王
之
後
　
(
○
㌣
○
夢
色
　
「
王
」
字
は
　
「
亡
」
字
の
誤
刻
。

・
必
有
二
日
之
次
　
(
○
乎
S
a
.
巳
　
「
二
」
字
は
　
「
三
」
字
の
誤
刻
。

・
停
歴
言
将
帥
師
右
者
(
〓
⊥
u
F
↓
)
　
「
師
」
字
は
　
「
御
」
字
の
誤
刻
。

・
賓
之
隠
語
(
-
㌣
宝
F
↓
)
　
「
之
」
字
は
　
「
史
」
　
の
誤
刻
。

・
代
執
之
日
取
　
(
-
.
g
a
.
巴
　
「
代
」
　
字
は
　
「
伐
」
字
の
誤
刻
。

・
或
言
或
者
謂
天
意
　
(
-
u
⊥
-
a
.
豊
　
上
の
　
「
或
」
字
は
　
「
故
」
字
の
誤
刻
。

・
今
於
餞
分
三
百
四
十
八
　
(
-
㌣
○
合
・
-
○
)
　
院
刻
本
は
　
「
三
」
字
を
　
「
二
」
字

に
誤
刻
。

・
仲
尼
猶
云
今
日
大
人
者
　
(
-
¢
7
0
台
・
巴
　
「
日
」
字
は
　
「
日
」
字
の
誤
刻
。

・
則
走
出
鳥
国
主
　
(
-
¢
7
0
含
.
巴
　
「
出
」
字
は
　
「
世
」
字
の
誤
刻
。

・
国
語
稀
今
日
大
人
　
(
-
¢
す
○
合
.
↓
)
　
「
目
」
字
は
「
日
」
字
の
誤
刻
。

・
公
孫
嬰
賓
卒
干
貌
服
　
(
-
竺
7
-
夢
色
　
「
服
」
字
は
「
脹
」
字
の
誤
刻
。

必
備
儀
儀
(
-
竺
Y
-
夢
色
　
「
儀
」
字
は
「
威
」
字
の
誤
刻
。

・
伐
鼓
省
是
攻
貴
之
事
　
(
-
チ
ビ
7
-
0
)
　
「
省
」
　
字
は
　
「
者
」
字
の
誤
刻
。
あ

る
い
は
影
印
本
の
誤
っ
た
補
正
か
。

・
昭
三
十
一
年
侍
(
N
?
い
計
.
1
)
　
「
三
」
字
は
　
「
二
」
字
の
誤
刻
。

・
穴
有
羽
似
鳥
(
い
や
○
ゴ
Y
巴
　
「
穴
」
字
は
　
「
矢
」
字
の
誤
刻
。

・
其
資
金
奏
四
夏
(
い
三
か
7
-
○
)
　
「
四
」
字
は
「
璋
」
字
の
誤
刻
。

・
三
人
而
巳
　
(
い
?
O
U
7
u
)
　
「
三
」
字
は
　
「
二
」
字
の
誤
刻
。

・
卿
大
夫
即
位
干
堂
廣
租
西
　
(
u
?
○
さ
・
巴
　
「
虜
」
字
は
　
「
廉
」
字
の
誤
刻
。

・
身
固
足
以
幹
事
也
　
(
?
S
a
・
↓
)
　
「
身
」
字
は
　
「
貞
」
字
の
誤
刻
。

120
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・
唯
有
士
商
在
耳
　
(
呂
・
N
↓
7
巴
　
「
士
」
字
は
「
工
」
字
の
誤
刻
。

・
自
以
烏
性
(
巴
・
〇
訂
⊥
)
　
「
性
」
字
は
　
「
牲
」
字
の
誤
刻
。

・
其
虞
不
同
分
也
　
(
巴
・
巴
b
・
じ
　
「
同
」
字
は
「
可
」
字
の
誤
刻
。

・
浮
誠
也
　
(
い
か
・
-
会
す
ー
〇
浦
鐙
正
誤
　
「
也
」
　
作
「
地
」
。
阪
刻
本
校
勘
記
で
は

「
作
地
」
　
の
二
字
を
脱
す
。

・
注
登
至
棟
(
い
甲
山
∽
a
ム
)
　
「
至
」
字
は
「
屋
」
字
の
誤
刻
。

・
若
此
君
之
及
也
　
(
崇
三
品
a
・
巴
　
「
此
」
字
は
　
「
知
」
字
の
誤
刻
。

・
志
杜
悠
長
麻
(
台
・
〇
合
・
巴
　
「
壷
」
字
は
「
蓋
」
字
の
誤
刻
。

成
七
年
適
呉
篤
行
人
(
合
⊥
汐
・
巴
阪
刻
本
は
「
七
」
字
を
「
十
」
字
に
誤
刻
。

・
杜
去
　
(
舎
⊥
O
a
・
S
)
　
「
去
」
字
は
「
云
」
字
の
誤
刻
。

・
揮
文
云
　
(
全
⊥
か
す
巴
　
「
文
」
字
は
「
水
」
字
の
誤
刻
。

・
鄭
玄
云
　
(
舎
・
い
写
生
　
「
玄
」
字
は
　
「
衆
」
字
の
誤
刻
。

・
巳
是
十
一
月
也
　
(
と
・
巴
a
ふ
)
　
「
一
」
字
は
l
「
二
」
字
の
誤
刻
。

・
西
陸
朝
覿
　
(
畠
・
い
旨
・
巳
　
「
覿
」
字
は
　
「
覿
」
字
の
誤
刻
。

・
又
侍
云
乙
卯
云
(
念
⊥
合
・
-
)
　
「
云
」
字
は
　
「
亡
」
字
の
誤
刻
。

・
以
二
十
二
年
　
(
念
・
〇
-
a
・
巴
　
「
以
」
字
は
　
「
輿
」
字
の
誤
刻
。

・
壬
中
朝
干
武
官
(
章
〇
予
告
　
「
官
」
字
は
「
宮
」
字
の
誤
刻
。
四
日
H
u
は

「
官
」
字
の
ま
ま
。

・
柱
注
不
明
　
(
苫
・
〇
夢
色
　
「
柱
」
字
は
　
「
杜
」
字
の
誤
刻
。

・
是
大
国
敗
後
　
(
苫
⊥
夢
色
　
「
大
」
字
は
「
六
」
字
の
誤
刻
。

・
皆
作
伍
候
(
苫
・
試
F
e
　
「
伍
」
字
は
「
五
」
字
の
誤
刻
。

或
云
積
丸
是
箭
宵
(
巴
⊥
u
a
・
巴
　
「
積
」
字
は
「
憤
」
字
の
誤
刻
。
道
光
本
は

「
横
」
字
に
訂
正
。
田
日
日
は
「
憤
」
字
に
訂
正
し
て
い
る
。

宣
王
属
王
子
鹿
之
乱
　
(
い
い
・
〇
評
⊥
)
　
「
干
」
字
は
「
子
」
字
の
誤
刻
。

・
輿
楚
戦
干
長
崩
(
肋
P
】
合
・
巴
　
「
崩
」
字
は
「
岸
」
字
の
誤
刻
。

・
三
易
者
士
穀
　
(
u
P
-
い
7
】
)
　
「
穀
」
　
字
は
　
「
穀
」
字
の
誤
刻
。

・
禾
知
此
穀
以
何
年
即
位
(
訟
・
-
↓
a
・
巴
　
「
禾
」
時
は
「
未
」
字
の
誤
刻
。

・
巳
伐
魂
節
夫
　
(
竺
・
0
-
7
」
)
　
「
伐
」
字
は
　
「
代
」
字
の
誤
刻
。

・
季
孫
必
輿
居
蹄
(
竺
・
O
u
a
・
巴
　
「
居
」
字
は
「
君
」
字
の
誤
刻
。

所
謂
多
方
以
誤
之
　
(
u
千
〇
ざ
・
↓
)
　
「
謂
」
字
は
「
謂
」
字
の
誤
刻
。

陵
師
陵
軍
　
(
u
u
・
〇
ゴ
Y
巴
　
「
陵
」
時
は
「
陸
」
字
の
誤
刻
。

・
部
行
呉
鳥
盟
主
　
(
u
u
・
】
㌫
ふ
)
　
「
行
」
字
は
「
術
」
字
の
誤
刻
。

・
子
子
干
旅
　
(
い
い
b
e
F
じ
　
「
施
」
字
は
　
「
旋
」
字
の
誤
刻
。

・
丘
相
公
　
(
u
?
○
∽
a
・
∞
)
　
「
丘
柏
公
」
　
は
「
立
桓
公
」
　
の
誤
刻
。

・
則
昔
去
花
中
行
二
此
　
(
宗
⊥
u
a
ム
)
　
「
此
」
字
は
　
「
氏
」
字
の
誤
刻
。

成
衆
奔
(
u
?
-
計
・
巴
　
「
成
」
字
は
l
′
「
戊
」
字
の
誤
刻
。

・
鄭
玄
察
法
注
云
　
(
S
占
い
a
・
ビ
　
「
察
」
字
は
　
「
祭
」
字
に
誤
刻
。
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本
の
誤
刻
の

侍
恵
公
元
配
孟
子
(
O
g
U
a
ム
)
　
「
配
」
字
は
「
妃
」
字
の
誤
刻
。
◆
(
日
田

田
は
訂
正
し
て
い
る
。
以
下
◆
印
同
じ
。
)

・
二
十
三
年
而
春
秋
之
侍
終
臭
(
O
P
-
O
a
・
N
)
　
「
二
十
三
年
」
　
は
「
三
十
三
年
」

の
誤
刻
。

・
大
都
三
園
之
二
　
(
O
P
-
夢
色
　
「
三
園
之
二
」
　
は
　
「
三
園
之
二
　
の
誤
刻
。

・
荘
三
十
八
年
俸
日
　
(
O
P
-
ゴ
Y
巴
　
「
三
十
八
」
　
は
　
「
二
十
八
」
　
の
誤
刻
。
◆

・
輿
秦
伯
之
君
鍼
出
奔
晋
同
也
　
(
O
P
】
旨
も
　
「
君
」
　
は
　
「
弟
」
　
の
誤
刻
。
◆

・
貿
其
殺
心
　
(
O
P
-
望
Y
-
)
　
「
其
」
字
は
　
「
無
」
字
の
誤
刻
。

・
遂
起
初
心
之
恨
(
O
P
-
浮
も
)
　
「
初
」
字
は
「
切
」
字
の
誤
刻
。
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・
示
有
恩
好
(
O
P
N
夢
色
　
「
有
」
字
は

・
皆
言
天
王
使
央
　
(
○
ど
B
a
⊥
)
　
「
臭
」

・
此
後
不
言
王
使
　
(
〇
・
已
?
-
)
　
「
後
」

「
存
」
字
の
誤
刻
。

字
は
　
「
某
」
字
の
誤
刻
。

字
は
　
「
復
」
字
の
誤
刻
。

J

・
放
蕩
公
宜
荷
其
禄
(
已
・
S
a
・
巴
　
「
其
」

・
彼
長
歴
推
(
O
Y
O
u
F
↓
)
　
「
彼
」
字
は

・
文
不
宜
言
魯
人
(
e
⊥
7
-
0
)
　
「
宜
」

・
中
屋
南
面
(
○
ご
ざ
・
N
)
　
「
屋
」
字
を

字
は
「
此
」
字
の
誤
刻
。

「
故
」
字
の
誤
刻
。

字
を
　
「
直
」
字
に
誤
刻
。

「
至
」
字
に
誤
刻
。
◆

・
劉
弦
以
大
都
名
通
(
〇
千
0
-
7
巴
　
「
大
都
通
名
」
　
に
誤
刻
。

・
周
道
然
也
　
(
○
ナ
l
N
F
巴
　
「
周
道
然
也
」
は
「
周
道
也
然
」
　
の
誤
刻
。

・
執
其
事
而
諌
其
非
(
○
主
や
a
ム
)
　
「
事
」
字
は
「
是
」
字
の
誤
刻
。

・
公
輿
侯
燕
　
(
〇
千
g
a
ム
)
　
「
侯
」
字
は
「
族
」
字
の
誤
刻
。

・
北
面
西
上
　
(
〇
千
g
F
巳
　
「
西
」
字
は
　
「
東
」
字
の
誤
刻
。
◆

・
世
本
姓
氏
姓
篇
云
　
(
〇
千
N
O
b
・
」
)
　
上
の
　
「
姓
」
字
は
術
字
。
◆
　
(
孫
詰
譲
校

記
に
従
っ
て
刑
去
す
る
。
)

・
家
牡
日
祀
(
〇
千
ビ
ア
も
)
　
「
牡
」
字
は
「
牝
」
字
の
誤
刻
。
◆

・
謂
諸
國
大
事
　
(
宝
.
い
訂
.
巴
　
「
國
」
字
は
　
「
是
」
字
の
誤
刻
。

・
商
書
顧
命
　
(
O
u
占
-
a
⊥
○
)
　
「
商
書
」
　
は
「
尚
書
」
　
の
誤
刻
。

・
日
華
晶
而
下
十
章
　
(
O
u
.
〇
旨
.
-
○
)
　
「
十
章
」
　
は
「
七
章
」
　
の
誤
刻
。
◆

・
玉
有
十
二
　
(
O
や
○
竺
Y
-
○
)
　
「
玉
有
十
二
」
　
は
　
「
玉
十
有
二
」
　
の
誤
刻
。

・
論
語
商
書
皆
云
(
○
ご
ざ
巴
　
「
商
書
」
は
「
尚
書
」
Ⅵ
誤
刻
。

・
王
治
祭
服
(
已
⊥
旨
ム
)
　
「
治
」
字
は
「
后
」
字
の
誤
刻
。

・
今
人
謂
裏
書
之
物
謂
衷
(
○
肋
⊥
害
も
)
　
「
裏
」
字
は
「
褒
」
字
の
誤
刻
。

・
故
室
以
旋
旗
　
(
○
サ
ー
"
a
.
巴
　
「
以
」
字
は
　
「
於
」
字
の
誤
刻
。

・
又
以
商
書
洛
諸
説
　
(
O
u
⊥
訂
・
い
)
　
「
商
書
」
　
は
「
尚
書
」
字
の
誤
刻
。

・
策
勲
常
在
廟
(
○
い
⊥
ゴ
Y
-
)
　
「
常
」
字
は
「
菖
」
字
の
誤
刻
。

・
又
駕
一
滴
以
南
服
寧
ニ
(
〇
g
ふ
監
)
「
以
」
字
は
「
輿
」
字
の
誤
刻
。

・
載
孤
輯
(
○
?
-
u
甲
巴
　
「
緒
」
字
は
「
錮
」
字
の
誤
刻
。
◆

・
曾
無
冬
至
之
祭
(
〇
㌢
ー
夢
色
　
「
曾
」
字
は
「
魯
」
字
の
誤
刻
。

・
繹
例
日
　
(
○
仇
・
-
き
ム
)
　
「
日
」
字
は
「
引
」
字
の
誤
刻
。

・
旬
則
不
可
期
以
一
日
(
○
チ
ー
u
a
・
巴
　
「
則
」
字
は
「
故
」
字
の
誤
刻
。

・
今
子
稜
(
○
P
N
ふ
ヂ
↓
)
　
「
子
」
字
は
「
予
」
字
の
誤
刻
。
◆

・
日
改
烏
某
(
○
チ
い
さ
色
　
「
日
」
字
は
「
口
」
字
の
誤
刻
。

・
而
不
復
改
名
也
　
(
宗
・
い
夢
色
　
「
改
」
字
は
「
故
」
字
の
誤
刻
。

・
邦
人
日
虞
四
邑
之
至
　
(
S
⊥
O
a
ふ
)
　
「
日
」
字
は
「
日
」
字
の
誤
刻
。
◆

・
天
根
謂
氏
星
　
(
S
.
巴
b
・
巴
　
「
氏
」
字
は
「
氏
」
字
の
誤
刻
。

・
所
輿
知
者
　
(
0
.
8
7
巴
　
「
輿
」
字
は
「
以
」
字
の
誤
刻
。

・
鳥
逆
至
於
魯
不
至
於
賓
故
也
○
∽
占
い
三
〇
)
　
「
逆
」
字
は
「
送
」
字
の
誤
刻
。

・
其
又
異
於
耶
遷
也
(
○
㌣
O
u
a
ム
)
　
「
又
」
字
は
「
文
」
字
の
誤
刻
。

・
楚
疆
齋
欲
緩
之
以
徳
(
㌣
S
a
・
巴
　
「
疆
」
字
は
「
彊
」
字
の
誤
刻
。

・
春
秋
以
爽
末
嘗
構
怨
(
○
望
-
詮
・
巴
　
「
未
」
字
は
「
未
」
字
の
誤
刻
。
◆

・
則
君
列
侯
含
夫
(
○
乎
-
∽
a
・
巴
　
「
侯
」
字
は
「
諸
」
字
の
誤
刻
。

・
文
十
年
(
○
㌣
-
∞
a
・
」
)
　
「
十
」
字
は
「
七
」
字
の
誤
刻
。
◆

・
彼
云
小
白
既
早
(
甲
⊥
7
↓
)
　
「
云
」
字
は
「
迎
」
字
の
誤
刻
。

・
小
目
之
後
然
　
(
○
㌣
-
夢
色
　
「
然
」
字
は
　
「
也
」
字
の
誤
刻
。

・
謂
迎
小
白
者
疑
(
○
笠
等
立
　
「
疑
」
字
は
「
還
」
字
の
誤
刻
。

・
寡
君
願
生
得
之
以
狗
於
國
　
(
〇
・
g
7
↓
)
　
阪
本
は
「
生
」
字
を
「
先
」
字
に

誤
刻
す
る
。
◆

・
棉
李
之
後
　
(
○
㌣
ビ
a
.
巴
　
「
後
」
字
は
「
役
」
字
の
誤
刻
。
◆
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・
注
夫
人
至
寧
卿
(
○
ア
ー
O
a
・
巴
　
「
寧
卿
」
は
「
卿
寧
」
　
の
誤
刻
。
◆

・
曲
沃
武
公
巳
即
位
二
十
七
年
(
○
?
】
N
三
〇
)
　
「
二
」
字
は
「
三
」
字
の
誤
刻
。

・
云
不
忘
古
也
　
(
○
?
-
u
a
・
巴
　
「
云
」
字
は
「
示
」
字
の
誤
刻
。

・
而
常
奉
得
鳥
閤
者
(
○
ア
ー
ゴ
Y
-
○
)
　
「
奉
」
字
は
「
馨
」
字
の
誤
刻
。

・
其
薛
也
韻
　
(
○
ア
ピ
ア
巴
　
「
也
」
字
は
「
並
」
字
の
誤
刻
。

・
以
文
不
足
故
達
吉
賓
王
　
(
O
や
N
u
a
・
-
○
)
　
「
以
」
字
は
　
「
於
」
字
の
誤
刻
。

・
易
未
必
如
本
　
(
O
や
U
u
Y
-
)
　
「
易
」
l
字
は
「
亦
」
字
の
誤
刻
。

・
指
言
一
支
所
象
　
(
○
や
い
等
・
巴
　
「
象
」
字
は
「
像
」
字
の
誤
刻
。

・
又
巽
欒
鳥
坤
　
(
○
や
り
訂
・
〕
)
　
「
坤
」
字
は
「
乾
」
字
の
誤
刻
。

・
山
則
材
之
所
注
　
(
○
ア
N
訂
・
↓
)
　
「
注
」
字
は
「
生
」
字
の
誤
刻
。
◆

・
而
彼
天
照
　
(
○
や
り
訂
・
↓
)
　
「
彼
」
字
は
「
被
」
字
の
誤
刻
。

・
彼
天
之
照
　
(
○
や
い
小
F
N
)
　
「
彼
」
字
は
　
「
被
」
字
の
誤
刻
。

・
故
各
陳
必
衰
世
　
(
O
R
ヨ
乙
)
　
院
校
に
い
わ
く
　
「
栗
本
各
作
知
不
誤
」
　
と
。

た
だ
し
阪
本
は
　
「
名
」
字
に
誤
刻
。

・
非
鳥
祭
耳
　
(
-
?
0
-
a
・
巴
　
「
鳥
」
字
は
「
唯
」
字
の
誤
刻
。

・
大
史
論
正
月
之
事
六
　
(
-
?
○
ゴ
Y
↓
)
　
「
六
」
字
は
「
云
」
字
の
誤
刻
。
◆

・
三
宮
祭
日
也
　
〇
?
○
∽
F
N
)
　
「
三
」
字
は
　
「
王
」
字
の
誤
刻
。
◆

・
告
於
諸
侯
　
(
-
?
〓
F
e
　
「
於
」
字
は
「
干
」
字
の
誤
刻
。
◆

・
言
厩
不
書
作
(
-
?
-
い
す
↓
)
　
「
言
」
字
は
　
「
延
」
字
の
誤
刻
。

・
繹
文
云
螢
宣
謂
之
定
　
(
】
?
-
ざ
・
巴
　
「
文
」
字
は
「
天
」
字
の
誤
刻
。

・
斡
則
在
繭
邊
部
土
　
(
-
?
】
ゴ
Y
巴
　
「
翰
」
字
は
　
「
翰
」
　
字
の
誤
刻
。
◆
　
(
孫

詮
議
校
記
に
従
う
。
)

・
言
外
淫
者
謂
以
外
姓
鳥
淫
　
(
〓
・
〇
紆
・
N
)
　
「
以
」
字
は
　
「
輿
」
字
の
誤
刻
。

・
其
憲
夫
顕
見
　
(
〓
・
〇
ゴ
Y
巴
　
「
末
」
字
は
「
未
」
字
の
誤
刻
。
◆

・
周
祀
大
宗
伯
(
〓
・
〇
∽
a
・
」
)
　
「
大
」
字
は
「
小
」
字
の
誤
刻
。

・
間
於
両
社
(
〓
・
〇
∽
7
-
)
　
「
於
」
字
は
「
干
」
字
の
誤
刻
。
◆

・
遷
欒
鳥
乾
　
(
〓
・
〇
∽
7
巴
　
「
遷
」
字
は
「
還
」
字
の
誤
刻
。

・
方
相
之
土
　
(
】
三
台
⊥
○
)
　
「
土
」
字
は
「
士
」
字
の
誤
刻
。
◆

・
故
且
以
事
託
之
　
(
〓
⊥
皐
す
ー
○
)
　
「
且
」
字
は
「
杜
」
字
の
誤
刻
。

・
曲
沃
疆
大
　
(
〓
⊥
舎
⊥
○
)
　
「
疆
」
字
は
「
彊
」
字
の
誤
刻
。

・
劉
君
不
達
此
時
(
〓
・
-
許
⊥
)
　
「
時
」
字
は
「
旨
」
字
の
誤
刻
。

・
信
能
用
人
也
　
(
〓
・
-
淫
も
)
　
「
信
能
用
人
也
」
は
「
信
用
能
人
也
」
　
の
誤
刻
。

・
故
知
公
字
　
(
】
N
⊥
夢
色
　
「
知
」
字
は
「
去
」
字
の
誤
刻
。

・
豊
漁
知
日
公
既
視
朔
没
去
公
字
乎
　
(
-
P
】
淫
も
)
　
「
自
」
字
は
「
有
」
字
の

誤
刻
。

・
空
手
謂
君
苓
臣
拝
也
　
(
-
P
U
O
a
を
　
「
手
」
字
は
「
首
」
字
の
誤
刻
。

・
河
穎
准
洒
之
間
謂
之
顔
　
(
-
山
王
a
・
↓
)
　
「
穎
」
字
は
　
「
頴
」
字
の
誤
刻
。
◆

・
如
命
書
干
其
上
　
(
-
い
⊥
-
7
巴
　
「
如
」
字
は
「
加
」
字
の
誤
刻
。
◆

・
錐
非
足
許
(
盲
点
デ
ー
)
　
「
是
」
字
は
「
易
」
字
の
誤
刻
。

・
若
曹
君
朝
以
人
(
軍
票
F
e
　
「
人
」
字
は
「
入
」
字
の
誤
刻
。
◆

・
見
於
笠
兆
　
〇
千
〓
す
巴
　
「
笠
」
字
は
　
「
著
」
字
の
誤
刻
。

・
吉
凶
何
従
而
生
　
(
-
ナ
ー
訂
・
巴
　
「
何
」
字
は
「
所
」
字
の
誤
刻
。

・
故
侶
他
占
以
告
之
　
(
-
主
宰
立
　
「
告
」
字
は
「
封
」
字
の
誤
刻
。

・
余
未
事
君
何
有
恩
義
於
君
焉
(
-
山
⊥
u
F
e
毛
木
「
焉
」
を
「
烏
」
に
誤
る
。

阪
刻
本
も
毛
本
と
同
様
「
烏
」
字
に
誤
刻
し
て
い
る
。
◆

・
而
以
宋
蕩
冠
之
　
(
-
?
○
-
a
・
巴
　
「
冠
」
字
は
「
冠
」
字
の
誤
刻

・
服
虔
云
言
室
屋
皆
幾
撤
(
-
?
宗
7
巴
　
「
撤
」
字
は
「
撤
」
字
の
誤
刻
。

・
耳
助
包
也
　
(
-
か
・
】
夢
ム
)
　
「
包
」
字
は
　
「
句
」
字
の
誤
刻
。
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・
不
興
音
侯
昇
宋
公
也
　
(
-
0
.
-
台
.
巴
　
「
輿
」
字
は
　
「
以
」
字
の
誤
刻
。

・
敢
純
治
之
.
(
-
か
・
ビ
甲
巴
　
「
敢
」
字
は
「
昔
」
字
の
誤
刻
。

・
蓋
以
玉
飾
櫻
之
朱
耳
　
(
挙
り
許
も
)
　
「
朱
」
字
は
「
末
」
字
の
誤
刻
。

・
鄭
鉉
云
　
(
挙
り
夢
色
　
「
弦
」
字
は
「
玄
」
字
の
誤
刻
。

・
積
四
百
三
十
年
　
(
-
ソ
ロ
夢
色
　
「
三
」
字
は
　
「
二
」
字
の
誤
刻
。

・
鉦
一
牢
脛
一
牢
(
-
ナ
ー
ふ
丁
巴
　
両
二
」
字
は
い
ず
れ
も
「
二
」
字
の
誤
刻
。

・
繹
天
文
　
(
-
ヅ
巴
チ
ビ
　
「
文
」
字
は
「
云
」
字
の
誤
刻
。

・
表
朝
儀
以
同
百
姓
之
心
　
(
-
㌣
0
-
a
.
巴
　
「
同
」
字
は
　
「
固
」
字
の
誤
刻
。

・
且
引
顧
命
康
王
之
事
　
(
-
管
已
a
⊥
○
)
　
「
且
」
字
は
　
「
杜
」
字
の
誤
刻
。

・
非
虞
練
再
従
　
(
-
甲
○
㌍
・
N
)
　
「
従
」
字
は
　
「
作
」
字
の
誤
刻
。
◆
　
(
孫
論
議

校
記
に
従
う
。
)

・
裏
十
一
年
俸
稀
　
(
-
甲
-
合
・
巴
　
「
一
」
字
は
　
「
二
」
字
の
誤
刻
。
◆

・
出
次
出
於
官
而
別
次
舎
　
(
-
望
N
O
a
・
N
)
　
「
官
」
字
は
　
「
宮
」
字
の
誤
刻
。

・
賓
人
蹴
悼
公
之
於
師
　
(
-
㌣
g
a
.
巴
　
「
之
」
字
は
　
「
赴
」
字
の
誤
刻
。
◆

・
侍
別
謂
券
書
也
　
(
-
¢
a
占
垂
デ
ー
)
　
「
侍
」
字
は
　
「
博
」
字
の
誤
刻
。
◆

・
漢
書
律
麻
志
云
推
麻
主
律
　
(
-
¢
a
も
ぎ
.
い
)
　
「
主
」
字
は
　
「
生
」
字
の
誤
刻
。

・
脛
博
文
蹄
衛
不
紆
鄭
(
-
旨
・
-
ゴ
Y
N
)
　
「
脛
」
字
は
「
怪
」
字
の
誤
刻
。

・
隠
元
年
公
羊
樽
日
衣
服
日
随
穀
染
侍
日
衣
余
日
随
　
(
】
¢
a
.
巴
a
.
浩
　
二
　
「
随
」

字
は
い
ず
れ
も
　
「
樋
」
字
の
誤
刻
。
◆
　
(
前
の
　
「
樋
」
字
の
み
。
)

脛
書
二
月
従
告
(
-
ぎ
・
巴
F
S
 
H
阪
刻
本
　
「
脛
」
字
を
「
死
」
字
に
誤
刻
。
◆

然
則
陳
侯
不
同
也
　
(
-
ぎ
わ
き
ム
)
　
「
不
」
字
は
　
「
必
」
字
の
誤
刻
。

千
田
猟
陳
名
　
(
-
¢
a
.
N
u
a
.
巴
　
「
干
」
字
は
　
「
孟
」
字
の
誤
刻
。
◆

・
則
魯
被
尊
而
賓
超
薦
也
　
(
-
望
Y
-
写
生
　
「
薦
」
字
は
　
「
篤
」
字
の
誤
刻
。
◆

(
田
臼
田
は
「
存
」
字
に
誤
植
。
)

・
其
事
類
於
楚
也
　
(
-
O
F
g
a
ム
)
　
「
楚
」
字
は
「
此
」
字
の
誤
刻
。

・
諸
鐙
所
関
者
　
(
巴
・
〇
-
す
巴
　
「
関
」
字
は
「
閑
」
字
の
誤
刻
。

・
故
謂
宋
及
菅
平
(
巴
.
宝
丁
巴
　
「
故
」
字
は
「
絃
」
字
の
誤
刻
。

・
封
日
以
不
鳥
華
元
之
辞
　
(
巴
.
〇
ゴ
Y
巴
　
「
不
」
字
は
　
「
下
」
字
の
誤
刻
。
◆

(
孫
詰
譲
校
記
に
従
う
。
)

・
察
侯
宋
錐
無
罪
(
T
g
7
-
0
)
　
「
宋
」
字
は
「
朱
」
字
の
誤
刻
。

・
此
是
彊
軍
人
之
小
耳
　
(
り
ん
い
す
u
)
　
「
小
」
字
は
　
「
心
」
字
の
誤
刻
。
◆

・
次
兄
無
罪
　
(
N
P
〓
7
じ
　
「
次
」
字
は
「
以
」
字
の
誤
刻
。

・
故
謂
比
烏
偏
之
両
(
P
P
】
旨
ム
)
　
「
比
」
字
は
「
此
」
字
の
誤
刻
。

・
凡
二
百
五
十
篇
　
(
N
ご
り
す
巴
　
「
二
」
字
は
「
〓
字
の
誤
刻
。

・
非
克
商
之
作
也
　
(
い
い
.
N
O
F
ム
)
　
「
之
」
字
は
「
即
」
字
の
誤
刻
。

則
茅
経
存
馬
　
(
N
Y
N
ふ
Y
-
○
)
　
「
馬
」
字
は
　
「
焉
」
字
の
誤
刻
。
◆

植
秦
師
之
弱
　
(
り
ナ
〓
7
-
0
)
　
「
師
」
時
は
　
「
帥
」
字
の
誤
刻
。
◆

而
克
行
定
秋
也
　
(
い
や
〓
7
-
0
)
　
「
也
」
時
は
「
地
」
字
の
誤
刻
。
◆

・
比
例
所
謂
見
積
弟
皆
母
弟
　
(
い
や
ー
竺
Y
-
○
)
　
「
兄
」
字
は
　
「
凡
」
字
の
誤
刻
。

・
互
物
蛤
蛤
之
属
　
(
ビ
⊥
ゴ
Y
↓
)
　
「
蛾
」
字
は
　
「
坪
」
字
の
誤
刻
。
◆
　
(
孫
詰

譲
校
記
に
従
う
。
)

・
格
井
樺
(
N
竺
ゴ
Y
」
)
　
「
井
」
字
は
「
井
」
字
の
誤
刻
。
◆
　
(
孫
詮
議
校
記
)

・
蓋
如
令
鼠
狼
(
試
⊥
許
・
巴
　
「
令
」
字
は
「
今
」
字
の
誤
刻
。
◆

・
兵
車
馬
元
帥
在
中
　
(
U
㌣
○
評
.
巴
　
「
烏
」
時
は
「
唯
」
字
の
誤
刻
。

・
其
色
皆
同
耳
　
(
N
㌣
l
0
7
↓
)
　
「
耳
」
字
は
　
「
所
」
字
の
誤
刻
。

従
遣
軽
兵
　
(
N
望
〓
7
也
　
「
従
」
字
は
「
欲
」
字
の
誤
刻
。
◆

而
就
御
輿
車
右
不
同
　
(
い
ヂ
ー
N
a
・
巴
　
「
就
」
字
は
「
執
」
字
の
誤
刻
。

・
召
桓
公
輿
告
軍
嚢
公
　
(
い
∞
⊥
夢
色
　
「
輿
」
字
は
「
以
」
字
の
誤
刻
。
◆
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・
受
事
子
朝
(
N
㌣
u
O
a
⊥
○
)
　
「
子
」
字
は
　
「
干
」
字
の
誤
刻

・
不
反
則
不
得
書
葬
　
(
い
や
巴
a
ム
)
　
阪
刻
本
は
「
反
」
字
の
下
に
　
「
笑
」
字
を

開
い
て
い
る
。

仲
孫
蔑
衛
孫
林
父
合
呉
干
善
道
　
(
呂
・
0
-
a
・
巴
　
影
印
本
の
中
に
は
　
「
呉
」
字
を

「
果
」
字
に
誤
っ
て
補
正
し
た
も
の
が
有
る
。

・
三
人
而
巳
　
(
い
?
O
u
F
巴
　
「
三
」
　
字
は
「
二
」
字
の
誤
刻
。

・
書
目
者
是
重
尼
新
意
(
巴
・
〇
旨
・
巳
　
「
重
」
字
は
「
仲
」
字
の
誤
刻
。
◆

・
或
以
始
至
　
(
巴
⊥
舎
乙
)
　
「
至
」
字
は
「
致
」
字
の
誤
刻
。
◆

皆
屈
於
上
　
(
巴
⊥
ふ
丁
巴
　
「
上
」
字
は
「
公
」
字
の
誤
刻
。

言
興
善
也
　
(
B
秦
苧
皇
　
「
興
」
字
は
　
「
刑
」
字
の
誤
刻
。
◆

故
諸
侯
執
國
　
(
u
P
O
ゴ
Y
-
○
)
　
影
印
本
の
中
に
は
、
「
故
」
字
を
　
「
以
」
字
に
誤

っ
て
補
写
し
た
も
の
が
有
る
。

・
故
指
言
大
矢
耳
(
u
P
N
u
a
.
↓
「
「
失
」
字
は
「
夫
」
字
の
誤
刻
。
◆

言
及
使
異
辞
無
義
例
(
u
望
S
a
・
巴
　
「
使
」
字
は
「
史
」
字
の
誤
刻
。

・
遂
者
因
上
事
上
下
事
之
辞
(
U
u
も
ざ
・
巴
　
「
上
下
」
　
の
　
「
上
」
　
字
は
　
「
生
」

字
の
誤
刻
。
◆

・
後
侍
云
唐
人
是
因
　
(
U
u
.
い
ざ
立
　
「
後
」
字
は
「
彼
」
字
の
誤
刻
。

・
史
遊
息
就
篇
　
(
u
チ
ー
旨
⊥
)
　
「
息
」
字
は
　
「
急
」
字
の
誤
刻
。
◆

・
今
定
之
本
　
(
㌣
○
旨
ム
)
　
「
之
」
字
は
誤
術
。

明
言
乃
昔
在
玄
朽
　
(
い
㌣
-
夢
立
　
「
言
」
字
は
　
「
年
」
字
の
誤
刻
。

・
祓
碑
至
弊
也
　
(
い
や
○
夢
色
　
「
弊
」
字
は
　
「
幣
」
字
の
誤
刻
。
◆

・
従
乙
象
懐
子
隊
咳
之
形
也
　
(
合
・
宝
a
・
巳
　
「
険
」
　
は
「
咳
」
字
の
誤
刻
。
◆

・
計
至
朔
長
二
日
　
(
合
.
宝
デ
ー
)
　
「
二
」
字
は
「
三
」
字
の
誤
刻
。

菖
人
殺
其
君
密
州
　
(
合
・
-
旨
⊥
○
)
　
阪
刻
本
は
「
殺
」
字
を
「
蹴
」
字
に
作
る
。

誤
刻
で
あ
ろ
う
。

薫
陰
門
外
道
各
　
(
と
⊥
∽
す
巴
　
「
各
」
字
は
　
「
名
」
字
の
誤
刻
。
◆

・
服
虔
引
司
馬
注
云
　
(
ふ
=
¢
7
巴
　
「
注
」
字
は
「
法
」
字
の
誤
刻
。
◆

・
服
虜
云
(
お
・
〇
竺
Y
-
○
)
　
「
虜
」
字
は
「
虔
」
字
の
誤
刻
。
◆

・
水
食
喪
祭
　
(
畠
山
U
F
e
　
「
水
」
字
は
　
「
賓
」
字
の
誤
刻
。

所
以
道
遠
其
気
　
(
畠
.
N
N
F
巴
　
「
遠
」
字
は
　
「
達
」
字
の
誤
刻
。

・
以
不
同
　
(
お
.
岩
a
.
巴
　
「
不
」
字
は
　
「
下
」
字
の
誤
刻
。

・
象
日
　
(
畠
.
〇
台
.
巴
　
「
象
」
字
は
　
「
象
」
字
の
誤
刻
。

日
在
地
中
之
象
　
(
念
.
〇
詮
.
u
)
　
「
日
」
字
は
　
「
日
」
字
の
誤
刻
。
◆

又
紆
公
　
(
畠
⊥
u
F
巴
　
「
又
」
字
は
　
「
乃
」
字
の
誤
刻
。

女
夫
也
人
亡
　
(
畠
.
N
-
チ
ビ
　
「
人
」
字
は
　
「
必
」
　
字
の
誤
刻
。
◆

天
下
通
逃
(
全
会
夢
色
　
「
通
」
字
は
「
述
」
字
の
誤
刻
。

澤
而
紆
之
(
童
.
宝
7
巴
　
「
澤
」
字
は
　
「
集
」
字
の
誤
刻
。

吾
親
推
之
　
(
念
⊥
訂
.
巴
　
「
吾
」
字
は
　
「
君
」
字
の
誤
刻
。

・
氏
蓮
氏
所
生
　
(
怠
⊥
㊥
7
-
)
　
上
の
　
「
氏
」
字
は
　
「
謂
」
字
の
誤
刻
。

・
大
右
六
僕
　
(
念
.
P
O
a
.
巴
　
「
六
」
字
は
　
「
大
」
字
の
誤
刻
。

曹
侯
以
賓
侯
卓
(
畠
.
S
a
.
巳
　
「
卓
」
字
は
　
「
婁
」
字
の
誤
刻
。

・
曹
筍
呉
使
師
粂
者
(
畠
・
N
浮
も
)
　
「
粂
」
字
は
「
擢
」
字
の
誤
刻
。

・
愛
脅
而
立
　
(
会
も
-
a
⊥
○
)
　
「
愛
」
字
は
　
「
迫
」
字
の
誤
刻
。
◆

察
公
之
牒
.
(
会
.
宝
7
-
○
)
　
「
牒
」
字
は
　
「
休
」
字
の
誤
刻
。

・
故
社
直
言
　
(
3
⊥
↓
a
.
巴
　
「
社
」
字
は
　
「
杜
」
字
の
誤
刻
。

・
乃
是
不
君
事
其
事
也
(
念
.
〇
夢
色
　
「
其
」
字
は
　
「
君
」
字
の
誤
刻
。

・
是
歳
朔
日
冬
至
之
歳
也
　
(
台
.
O
N
a
ム
)
　
「
日
」
字
は
　
「
且
」
字
の
誤
刻
。

相
暴
奪
其
私
物
　
(
合
⊥
u
a
.
u
)
　
「
相
」
字
は
　
「
柾
」
字
の
誤
刻
。
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・
古
者
聰
土
以
弓
、
故
弓
以
招
土
也
　
(
念
⊥
ふ
甲
〇
　
両
「
土
」
字
は
「
士
」
字

の
誤
刻
。
◆

・
生
秤
目
獲
　
(
?
ビ
デ
u
)
　
「
梓
」
字
は

・
火
者
火
姓
炎
上
　
(
巴
⊥
N
a
ム
)
　
「
姓
」

・
其
蓋
何
以
取
飲
　
(
竺
⊥
O
F
U
)
　
「
何
」

召
公
子
取
而
長
之
　
(
u
P
O
評
⊥
)
　
「
子
」

・
凡
頒
良
馬
　
(
u
P
-
旨
.
巴
　
「
頒
」
字
は

「
得
」
字
の
誤
刻
。

字
は
「
性
」
字
の
誤
刻
。

字
は
「
可
」
字
の
誤
刻
。
◆

字
は
「
虎
」
字
の
誤
刻
。
◆

「
頒
」
字
の
誤
刻
。

遼
無
及
也
　
(
u
P
巴
a
ム
)
　
「
及
」
字
は

・
故
云
在
裏
二
十
七
年
　
(
い
い
も
u
a
⊥
)

・
必
昔
要
有
詰
責
　
(
u
千
〇
浮
も
)
　
「
要
」

・
以
此
此
言
憾
之
　
(
u
サ
ー
O
a
・
↓
)
　
「
此
」

林
楚
怒
焉
　
(
u
u
⊥
ざ
ふ
)
　
「
焉
」
字
は

呉
郡
嘉
興
解
南
酔
李
城
　
(
詮
⊥
ヂ
巴

「
極
」
字
の
誤
刻
。

「
七
」
字
は
「
四
」
字
の
誤
刻
。

字
は
「
更
」
字
の
誤
刻
。

字
は
一
字
誤
術
。

「
馬
」
字
の
誤
刻
。

玩
刻
本
は
　
「
郡
」
　
字
を
　
「
畢
」
　
字
に
誤

刻
す
る
。
◆

主
生
授
我
臭
　
(
当
・
R
夢
ム
)
　
「
主
」
字
は
「
王
」
字
の
誤
刻
。

・
一
也
二
名
也
　
(
苫
占
-
F
ム
)
　
上
の
　
「
也
」
字
は
「
地
」
字
の
誤
刻
。

・
呉
所
管
軍
之
房
　
(
い
や
ー
0
7
↓
)
　
阪
刻
本
は
「
軍
」
字
を
「
事
」
字
に
誤
刻
。

有
死
者
出
乃
入
(
治
占
全
エ
)
　
「
死
」
字
は
「
使
」
字
の
誤
刻
。

・
注
云
整
過
謬
言
也
　
(
昌
⊥
O
a
・
い
)
　
「
注
」
字
は
「
杜
」
字
の
誤
刻
か
。

お
わ
り
に

以
上
の
検
討
は
、
い
さ
さ
か
　
「
毛
を
吹
い
て
痕
を
求
め
る
」
嫌
い
が
無
い
で

も
な
い
。
し
か
も
　
「
十
三
経
注
疏
」
全
体
に
目
を
通
し
た
も
の
で
は
な
い
。
ま

た
、
「
簡
体
版
」
　
で
あ
る
た
め
、
字
体
の
問
題
　
(
こ
れ
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
が
)

に
つ
い
て
は
言
及
し
な
か
っ
た
と
い
う
点
も
あ
る
。
し
か
し
本
札
記
は
、
敢
え

て
望
局
の
思
い
を
込
め
て
書
い
た
も
の
で
あ
り
、
《
十
三
経
注
疏
》
整
理
委
員

会
並
び
に
読
者
諸
賢
に
お
か
れ
て
は
、
ど
う
か
そ
の
点
に
つ
き
御
海
容
の
ほ
ど

を
お
願
い
し
た
い
。

こ
れ
ま
で
に
「
十
三
経
注
疏
」
　
に
句
読
を
施
し
た
も
の
と
し
て
は
、
武
英
殿

版
　
(
四
庫
全
書
本
は
除
く
)
や
、
一
部
の
汲
古
間
本
、
ま
た
和
刻
本
が
存
在
し

て
い
た
が
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ほ
ど
普
及
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
た
び

の
標
点
本
の
出
版
に
よ
っ
て
　
「
十
三
経
注
疏
」
が
極
め
て
読
み
や
す
い
も
の
と

な
っ
た
の
は
、
初
学
の
者
の
み
な
ら
ず
経
学
研
究
の
徒
に
は
有
り
難
い
こ
と
で

あ
る
。
経
書
・
経
学
に
と
っ
て
は
快
挙
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
願
わ
く
ば
続

く
「
繁
体
版
」
は
縦
組
み
で
、
も
う
少
し
大
き
い
活
字
で
出
版
さ
れ
ん
こ
と
を
。

(
本
稿
は
平
成
十
三
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
C
2
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
)
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